
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・

　
　
　
　
　
の
見
解
に
つ
い
て

、ノ

－
ン

山
　
　
田

邦
　
　
臣

　
利
千
率
決
定
の
要
因
を
貨
幣
の
側
に
求
め
ん
と
す
る
学
説
、
す
な
わ
ち
貨
幣
的
利
子
学
説
に
は
、
種
々
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が
、

主
要
な
の
は
、
貸
付
資
金
説
■
ｏ
彗
ま
斥
勺
昌
註
弓
亭
◎
｛
と
流
動
性
選
好
説
巨
｛
巨
ｑ
～
ｏ
ｈ
胃
昌
ｓ
弓
プ
８
ｑ
の
二
つ
で
あ
る
つ
こ

一
」
二
十
年
米
、
こ
れ
ら
両
説
の
問
で
、
激
し
い
論
争
が
続
け
ら
れ
て
米
た
、
に
も
拘
ら
ず
、
一
般
的
意
見
の
一
致
に
。
達
し
た
と
は
思

わ
れ
な
い
、
一
両
説
の
梢
違
は
、
利
子
を
貸
付
資
金
の
用
役
の
価
格
と
考
え
、
利
予
率
決
定
の
要
因
を
貸
付
資
金
の
需
要
と
供
給
に
認

め
る
か
、
利
一
す
を
流
動
性
放
棄
の
価
格
と
考
え
、
利
子
率
決
定
の
妥
因
を
貨
幣
そ
の
も
の
の
需
要
と
供
給
に
認
め
よ
う
と
す
る
か
、

の
点
に
あ
る
「
前
者
を
主
張
す
る
と
見
ら
れ
る
学
省
に
は
、
オ
リ
ー
ソ
軍
９
二
巨
ロ
バ
ー
ト
ソ
ソ
Ｕ
．
声
宛
◎
一
Ｕ
Ｒ
房
昌
ハ
ァ
バ

ラ
ァ
ｐ
｝
ま
胃
一
胃
箏
、
後
老
を
主
張
す
る
と
見
ら
れ
る
学
老
に
は
、
ヶ
イ
ソ
ズ
ー
．
竃
．
丙
｛
■
窪
を
初
め
ク
ラ
ィ
ソ
■
甲
ら
ｏ
巨

ヵ
レ
ッ
キ
ー
；
穴
巴
８
巨
パ
テ
ィ
ソ
キ
ン
Ｕ
．
蟹
巨
寿
巨
等
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
両
説
を
折
衷

乃
令
綜
合
せ
ん
と
の
試
み
も
見
ら
れ
る
、
ヒ
ッ
ク
ス
ー
・
甲
雪
Ｏ
ぎ
ラ
ー
ナ
ー
戸
勺
・
后
；
胃
ハ
ン
セ
ソ
＞
・
声
｝
｝
易
竃
等

の
所
説
が
そ
れ
で
あ
る
、

　
　
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ン
の
見
解
一
－
っ
い
て
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
七
三
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
七
四
〇
）

　
貸
付
資
金
説
と
流
動
性
選
好
説
と
の
問
に
は
、
右
の
様
な
相
違
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
は
、
単
に
形
式
的
に
見
方
が
異
る
だ

け
で
あ
っ
て
、
結
局
、
同
一
の
主
張
に
帰
着
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
云
う
疑
問
が
、
古
く
か
ら
あ
る
一
部
の
学
者
達
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

て
、
抱
か
れ
て
来
た
。
ヒ
ッ
ク
ス
及
び
ラ
ー
ナ
ー
の
所
説
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
か
明
瞭
に
う
か
が
わ
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

こ
の
様
な
立
場
か
ら
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
最
近
発
表
さ
れ
た
ハ
ー
ソ
の
戸
声
｝
註
目
所
説
に
紹
介
労
々
若
干
の
吟
味
を
加

え
て
見
た
い
と
思
う
。
異
る
二
っ
の
主
張
に
ー
対
し
、
そ
れ
ら
を
和
解
へ
導
び
く
新
し
い
一
っ
の
見
方
を
提
供
す
る
点
、
又
、
流
動
性

選
好
説
を
従
来
よ
り
一
層
広
い
立
場
か
ら
、
且
っ
、
一
層
鮮
明
な
形
ち
で
、
示
そ
う
と
し
て
い
る
点
、
そ
の
見
解
に
は
、
可
成
り
注

目
に
値
い
す
る
も
の
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
論
文
の
主
要
部
分
は
、
次
の
三
っ
の
考
察
に
分
れ
る
，
、
＠
モ
デ
ィ
リ
ァ
ー
二
『
く
◎
２
色
冨
己
の
モ
デ
ル
に
対
す
る
批
判

　
一
般
均
衡
埋
論
の
立
場
か
ら
す
る
流
動
性
選
好
説
の
形
式
的
モ
デ
ル
の
作
成
　
＠
流
動
性
選
好
（
Ｌ
・
Ｐ
）
説
と
貸
付
資
金
（
Ｌ
・

Ｆ
）
説
－
及
び
貯
蓄
投
資
（
Ｓ
・
１
）
説
１
と
の
比
較
し
こ
れ
ら
の
考
察
は
、
次
の
方
法
に
依
っ
て
な
さ
れ
る
．
第
一
に
、
そ
れ
ら

の
分
析
は
ワ
ル
ラ
ス
流
の
静
的
均
衡
体
系
に
基
い
て
な
さ
れ
る
　
こ
の
分
析
方
法
に
は
多
く
の
欠
点
が
あ
る
、
特
に
、
発
展
し
っ
っ

あ
る
現
実
の
経
済
杜
会
を
十
分
に
捉
え
る
こ
と
が
出
米
な
い
と
云
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
げ
れ
ど
も
、
経
済
学
に
お
け
る
蚊
近
の

大
抵
の
議
論
は
、
こ
の
体
系
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
理
由
か
ら
、
比
較
静
態
分
析
は
一
応
適
切
と
考
え
ら
れ

る
と
云
う
の
が
ハ
ー
ソ
の
見
解
で
あ
る
．
第
二
に
、
一
っ
の
価
格
の
決
定
は
、
す
く
な
く
と
も
二
っ
の
超
過
｝
要
方
程
式
を
用
い
て

な
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
し



　
一
財
の
価
格
変
化
は
代
替
効
果
と
所
得
効
果
を
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
非
常
に
特
殊
の
場
合
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
効
果
は
他
財
の

需
要
の
上
に
影
響
を
及
ぽ
す
筈
で
あ
る
、
従
っ
て
、
任
意
の
一
っ
の
価
格
、
あ
る
い
は
、
一
っ
の
資
産
の
均
衡
量
を
決
定
す
る
に
当

り
、
一
般
に
、
す
く
な
く
と
も
、
二
つ
の
超
過
需
要
方
程
式
を
必
要
と
す
る
、
Ｌ
・
Ｆ
説
対
Ｌ
・
Ｐ
説
論
争
の
原
因
の
一
つ
は
こ
の

点
の
認
識
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
る
、
と
ハ
ー
ソ
は
述
べ
て
い
る
。
第
三
に
、
　
「
一
財
（
例
え
ぼ
ｉ
）
の
価
格
は
ｉ

に
対
す
る
需
要
と
供
給
に
依
り
決
定
さ
れ
る
」
と
云
三
言
菓
を
、
ｉ
の
価
格
は
ｉ
番
目
の
財
に
対
す
る
超
過
需
要
が
零
と
異
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

に
の
み
変
化
す
る
、
と
云
う
意
味
に
用
い
る
　
（
ハ
ー
ソ
は
こ
れ
を
ク
ラ
ィ
ソ
的
解
訳
と
呼
ぶ
）
、
ｉ
の
価
格
は
ｉ
番
目
の
財
の
需
給

閑
係
（
超
過
需
要
方
程
式
）
の
み
か
ら
知
り
得
る
、
と
云
う
の
が
こ
れ
迄
の
解
訳
で
あ
っ
た
、
後
者
は
前
者
を
含
む
が
、
前
者
は
後

老
を
含
ま
な
い
。
後
者
、
即
ち
ク
ラ
イ
ソ
的
解
決
は
、
一
般
均
衡
体
系
を
分
解
に
導
び
く
如
何
な
る
仮
定
も
必
要
と
し
な
い
か
ら
、

此
の
解
訳
の
使
用
に
よ
っ
て
、
上
述
の
主
張
の
経
験
的
テ
ス
ト
は
一
層
容
場
に
な
る
、

　
以
上
三
つ
の
中
、
箪
一
は
ハ
ー
ソ
が
此
の
考
察
に
お
い
て
と
る
基
本
的
方
法
を
、
策
二
は
そ
の
形
式
の
単
純
化
の
仕
方
と
限
界
を
、

篤
三
は
任
意
の
価
格
決
定
に
関
す
る
各
主
張
の
比
較
吟
味
へ
の
そ
の
方
法
の
適
用
の
仕
方
を
、
夫
々
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
は

Ｌ
・
Ｆ
説
対
Ｌ
・
Ｐ
説
論
争
の
吟
味
を
予
柵
心
し
て
の
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
。
叉
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
基
本
的
な
分
析
方
法
を
指
す
も
の
と

し
て
受
坂
ら
れ
ね
ば
な
ら
た
い
、
後
述
の
如
く
、
Ｌ
・
Ｆ
説
と
Ｌ
・
Ｐ
説
の
比
較
に
、
沽
鋭
ラ
ッ
グ
を
伴
う
期
問
分
析
の
方
法
が
採
ら

れ
て
い
る
、
獅
二
の
一
般
均
衡
体
系
の
簡
約
法
に
は
斬
新
さ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
注
忠
を
要
す
る
の
は
そ
の
眼
界
に
っ
い
て

の
考
え
ガ
で
あ
る
　
特
殊
均
衡
分
析
に
お
い
て
は
、
一
般
に
、
任
忠
の
財
の
｝
要
と
供
給
は
そ
の
財
の
価
格
の
み
の
函
数
と
し
て
考

え
ら
れ
る
、
他
財
の
側
か
ら
の
影
響
は
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
考
慮
に
仇
い
し
な
い
秋
皮
の
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

る
　
こ
の
様
な
考
え
方
は
、
利
，
Ｌ
－
率
決
定
理
論
に
お
い
て
、
ピ
グ
ー
ぼ
か
り
で
な
く
、
ヶ
イ
ソ
“
ス
に
っ
い
て
も
多
分
に
娩
わ
れ
る
，

　
　
利
子
率
決
定
嬰
囚
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ン
の
見
解
に
つ
い
て
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
七
四
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
（
七
四
二
）

従
っ
て
、
ハ
ー
ソ
の
見
解
は
こ
れ
ら
の
現
論
に
対
す
る
形
式
的
批
判
と
な
る
二
第
三
は
こ
の
論
文
に
お
げ
る
Ｌ
・
Ｆ
理
論
と
Ｌ
・
Ｐ

理
論
と
の
比
較
に
、
ハ
ー
ソ
が
専
ら
用
い
る
方
法
で
あ
る
、
、
こ
の
方
法
を
用
い
る
時
、
そ
こ
に
お
げ
る
考
察
は
、
不
均
衡
が
利
子
率

の
異
っ
た
動
き
を
意
味
す
る
か
ど
う
か
に
あ
る
、
異
っ
た
動
き
を
意
味
す
る
な
ら
ぼ
、
そ
れ
ら
は
二
っ
の
異
っ
た
理
論
と
な
る
。

二

　
こ
の
論
文
の
主
災
部
分
は
モ
デ
ィ
リ
ァ
ー
二
の
批
判
に
始
ま
る
。
モ
デ
ィ
リ
ァ
ー
二
の
モ
デ
ル
（
Ｍ
モ
デ
ル
）
並
に
彼
の
利
千
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

決
定
に
関
す
る
諸
結
論
を
、
ハ
ー
ソ
は
次
の
如
き
も
の
と
し
て
ホ
す
、

　
　
内
Ｈ
｝
（
オ
）
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
：
・
…
…
（
竃
．
Ｈ
）

　
　
！
く
＼
勺
Ｈ
｝
、
（
２
）
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
（
呂
．
～
）

　
　
乞
１
１
乞
（
事
＼
｝
）
：
…
…
…
…
：
・
：
…
：
…
…
…
…
・
・
…
：
：
…
…
（
書
』
）

　
　
ｏ
ｏ
ｎ
ｏ
ｏ
（
∴
考
＼
’
〆
）
…
…
：
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
：
…
・
（
峯
．
ト
）

　
　
Ｈ
Ｈ
Ｈ
（
戸
事
＼
コ
■
）
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
（
竃
．
岬
）

　
　
ｏ
ｏ
Ｈ
Ｈ
…
…
…
：
・
…
：
・
…
・
…
：
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
（
竃
６
）

　
　
冒
１
１
員
一
幸
・
勺
＼
考
一
〆
）
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
竃
．
べ
）

Ｘ
は
総
火
貰
雌
出
高
、
Ｎ
は
雇
傭
労
働
蝕
、
Ｗ
Ｐ
は
労
働
の
実
質
賃
銀
、
Ｗ
は
そ
の
貨
幣
賃
奴
、
Ｓ
ば
尖
賃
貯
蓄
、
１
は
実
貫
投
資
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
）
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
．
　
　
３

ｉ
は
利
ゴ
率
、
Ｍ
は
軌
金
の
（
名
一
〕
的
）
姑
（
所
与
と
さ
れ
る
）
で
あ
る
　
こ
の
方
枠
式
紅
織
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｍ
及
び
阯
は
Ｘ
Ｎ
及

　
　
　
　
）
）
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
４
５
　
　
　
　
６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

び
Ｗ
Ｐ
を
、
肚
Ｍ
及
び
皿
は
Ｓ
Ｉ
及
び
ｉ
を
、
肚
は
Ｐ
を
、
夫
々
決
定
す
る
　
こ
の
モ
デ
ル
を
火
礎
と
し
て
、
モ
デ
ィ
リ
ァ
ー
二
は

　
　
　
　
（
二
（
、
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



次
の
二
つ
の
命
題
を
得
る
。
若
し
労
働
の
供
給
函
数
が
す
べ
て
の
価
格
（
貨
幣
賃
銀
を
含
む
）
に
つ
い
て
零
次
の
同
次
函
数
で
あ
る

な
ら
ば
、

　
ｃ
Ｄ
　
利
子
率
は
投
資
と
貯
蓄
に
依
り
決
定
さ
れ
る
。

　
吻
　
流
動
性
選
好
は
利
子
率
で
わ
な
く
て
、
価
格
の
一
般
水
準
を
決
定
す
る
。

　
モ
デ
ィ
リ
ァ
ー
二
の
こ
の
結
論
に
対
し
て
は
、
既
に
パ
テ
ィ
ソ
キ
ソ
の
批
判
が
あ
る
。
げ
れ
ど
も
、
こ
の
批
判
は
モ
デ
ィ
リ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

二
及
び
其
の
他
の
人
々
を
納
得
さ
せ
る
に
十
分
で
わ
な
か
っ
た
二
そ
こ
で
、
ハ
ー
ソ
は
パ
テ
イ
ソ
キ
ソ
と
は
異
っ
た
方
法
に
依
り
、

Ｍ
モ
デ
ル
と
そ
の
結
論
の
批
判
を
試
み
る
。
先
づ
、
結
論
閉
に
対
す
る
批
判
か
ら
。

　
１
）
　
６
）

　
肌
－
蛆
は
絶
対
価
格
の
一
般
水
準
に
関
係
な
く
、
梱
対
価
格
、
利
子
率
及
び
あ
ら
ゆ
る
財
の
産
出
高
を
決
定
す
る
，
絶
対
価
格
の

　
（
　
　
　
（
　
　
　
）

　
　
　
　
　
７

一
般
水
準
は
眈
に
依
り
決
定
さ
れ
る
、
従
っ
て
、
貨
幣
は
巾
立
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
債
券
を
無
視
す
れ
ぱ
、
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則

　
　
　
　
　
（

に
依
り
、
財
と
貨
幣
を
併
せ
て
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
総
需
要
は
そ
れ
ら
の
総
供
給
に
恒
等
的
に
等
し
い
　
従
っ
て
、
貨
幣
を
除
く
あ

ら
ゆ
る
も
の
に
対
す
る
総
併
要
が
そ
れ
ら
の
総
供
給
に
恒
等
的
に
等
し
い
な
ら
ぼ
　
（
セ
ィ
の
法
則
）
、
貨
幣
に
対
す
る
需
要
と
供
給

は
恒
等
的
に
等
し
く
、
我
々
は
絶
対
価
格
の
一
般
水
準
を
決
定
す
る
如
何
な
る
方
程
式
も
有
さ
な
い
こ
と
に
な
る
、
そ
れ
故
、
　
「
静

学
の
仮
定
の
下
で
は
、
セ
ィ
の
法
則
を
仮
定
し
な
く
て
も
、
人
々
の
合
理
的
行
為
を
仮
定
し
さ
え
す
れ
ぱ
、
貨
幣
は
中
立
的
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

古
典
派
理
諭
が
仮
定
し
、
又
は
仮
定
す
る
必
要
の
あ
る
の
は
た
だ
こ
れ
だ
け
で
あ
る
」
と
云
う
モ
デ
ィ
リ
ァ
ー
二
の
主
張
の
間
違
っ

て
い
る
こ
と
を
ホ
せ
ぼ
よ
い
。
今
、
あ
る
棚
対
伽
格
と
利
子
率
に
お
い
て
、
財
と
川
役
に
対
す
る
総
｝
婆
が
総
供
給
を
超
過
す
る
も

の
と
し
よ
う
。
貨
幣
に
対
す
る
需
要
と
供
給
は
絶
対
価
格
の
一
般
水
準
を
決
定
す
る
が
、
仮
定
に
依
り
そ
れ
は
財
と
用
役
の
俗
給
に

は
何
等
の
彬
響
も
あ
た
え
な
い
、
、
財
と
用
仇
－
又
に
対
す
る
総
｝
要
は
そ
れ
ら
の
総
供
給
を
超
過
す
る
が
、
貨
幣
に
対
す
る
需
嬰
と
供
給

　
　
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ン
の
見
解
に
っ
い
て
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
七
四
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
七
四
四
）

は
一
致
す
る
。
こ
れ
は
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
と
矛
盾
す
る
。
こ
の
場
合
、
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
と
矛
盾
し
な
い
た
め
に
は
、
財
と
用
役
に

対
す
る
総
需
要
と
総
供
給
が
常
に
一
致
す
る
こ
と
を
仮
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
セ
ィ
の
法
則
を
仮
定
す
る
こ
と
で
あ
る
、
一

こ
れ
を
記
号
に
依
っ
て
示
せ
ぼ
次
の
如
く
な
る
。
財
の
超
過
需
要
を
＆
、
貨
幣
の
超
過
需
要
を
＾
、
絶
対
価
格
の
一
般
水
準
を
Ｐ
、

と
す
れ
ぼ
、
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
に
依
り
、
勺
内
胴
十
内
；
…
ｏ
で
あ
る
。
郭
米
◎
の
時
、
内
；
１
１
◎
と
な
る
如
き
絶
対
価
格
の
一
般
水
準

脳
を
我
々
は
見
出
す
こ
と
が
出
米
る
、
し
か
し
、
仮
定
に
依
り
、
そ
の
た
め
に
瓦
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
、
勺
Ｈ

勺
※
に
お
い
て
は
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
は
成
立
し
た
い
。
だ
が
、
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
は
恒
等
式
で
あ
る
か
ら
、
Ｐ
の
如
何
な
る
値
い
に

対
し
て
も
成
立
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
こ
の
矛
盾
は
肉
胴
…
◎
（
料
料
（
口
ｋ
胴
“
”
×
叶
洋
ｏ
べ
二
小
）
即
ち
、
セ
イ
の
法
則
を
仮
定
す
る
こ

と
に
依
っ
て
の
み
解
決
さ
れ
る
。
結
論
吻
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
で
は
、
結
論
四
は
ど
う
か
。
Ｍ
モ
デ
ル
に
お
い
て
セ
イ
の
法
則
を
回
避
す
る
一
つ
の
方
法
は
、
貯
蓄
と
投
資
に
関
す
る
方
程
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
）

絶
対
価
格
を
含
ま
し
め
る
こ
と
で
あ
る
し
こ
の
場
合
、
均
衡
利
子
率
を
解
く
た
め
に
は
、
蝸
と
ｗ
の
す
く
な
く
と
も
二
っ
の
方
程
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（

が
必
要
で
あ
る
。
　
「
決
定
す
る
」
と
云
三
言
葉
を
モ
デ
ィ
リ
ァ
ー
二
の
意
味
に
解
す
る
限
り
、
結
論
四
も
ま
た
拒
否
さ
れ
ね
ぱ
な
ら

ぬ
。　

以
上
が
、
Ｍ
モ
デ
ル
と
そ
の
二
っ
の
結
論
に
対
す
る
ハ
ー
ソ
の
批
判
で
あ
る
、
結
論
仰
に
対
す
る
批
判
は
、
閉
の
そ
れ
を
前
提
と

す
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
吻
に
対
す
る
批
判
を
中
心
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
　
吻
の
批
判
は
要
す
る
に
Ｍ
モ
デ
ル
に
お
い
て
セ
ィ

の
法
則
を
仮
定
し
な
け
れ
ば
、
従
っ
て
貨
幣
に
対
す
る
｝
婆
と
供
給
が
均
衡
に
お
い
て
の
み
箏
し
い
も
の
と
す
れ
ぼ
、
ワ
ル
ラ
ス
の

法
則
を
認
め
る
こ
と
と
、
す
べ
て
の
財
の
｝
給
虹
が
そ
れ
ら
の
価
格
の
牢
次
の
同
次
閉
数
で
あ
る
こ
と
と
は
互
に
矛
肝
す
る
と
云
う

こ
と
で
あ
る
　
こ
れ
は
、
ハ
ー
ソ
と
は
丁
度
逆
の
仕
方
で
、
次
の
様
に
説
明
さ
れ
る
　
財
と
貨
幣
の
い
づ
れ
に
対
す
る
｝
給
も
均
衡



状
態
に
あ
る
も
の
と
す
る
・
貨
幣
の
需
給
が
均
衡
に
お
い
て
の
み
等
し
い
な
ら
ぱ
、
財
の
価
格
の
一
般
水
準
が
現
行
の
位
置
を
離
れ

る
時
・
貨
幣
の
需
給
は
不
均
街
と
な
ら
ね
ぱ
雀
ぬ
。
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
に
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
は
財
に
対
す
る
総
璽
と
総
供
給

が
一
致
し
な
く
な
一
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
財
の
需
給
量
は
諸
価
格
の
零
次
の
同
次
嬰
で
あ
る
と
云
う
仮
定
は
矛
盾
す
る
こ
と
に

な
る
、
こ
の
点
に
っ
い
て
、
更
に
立
入
っ
た
考
察
を
し
よ
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

貨
幣
方
程
式
岬
を
伝
統
的
形
式
・
即
ち
〒
婁
一
形
婁
一
て
考
え
る
つ
そ
－
す
る
－
、
岬
は
、
オ
内
冬
一
と
な

る
ゼ
Ｍ
は
貨
幣
即
Ｋ
墨
引
さ
れ
る
総
実
質
笛
一
署
対
し
て
各
主
体
が
保
有
し
よ
－
与
る
貨
幣
の
割
合
を
示
す
一
従
つ
て

奏
誓
は
貨
幣
に
対
す
る
需
要
に
他
着
ぬ
。
愉
、
・
と
Ｋ
は
い
づ
れ
も
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
一
楮
て
、

Ｐ
が
均
衡
位
置
か
ら
上
位
に
引
上
げ
ら
れ
る
時
、
そ
れ
に
比
例
し
て
Ｗ
が
動
く
も
の
与
れ
ぼ
、
実
質
賃
警
変
化
な
く
春
賃

銀
妄
化
が
淳
れ
ぱ
・
雇
傭
労
働
量
、
し
た
が
一
て
財
の
総
実
質
産
出
高
・
に
変
化
は
な
い
、
、
Ｍ
と
。
は
一
定
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
・
奏
季
は
・
吉
、
即
ち
莚
対
す
る
需
要
は
そ
の
存
在
量
一
従
つ
て
供
給
最
、
よ
り
Ｐ
が
上
昇
し
た
だ
け
大
、
な
る
。

一
方
・
労
働
用
役
を
含
む
す
べ
て
の
財
の
相
対
価
格
暴
化
は
な
い
か
ら
、
実
質
的
賃
て
、
そ
れ
ら
の
需
給
に
変
化
な
く
従
つ

て
・
財
に
対
す
る
褒
と
供
給
は
一
致
し
た
妻
で
あ
る
。
か
く
て
、
財
の
需
給
は
一
致
す
る
が
、
貨
幣
の
需
給
は
一
致
し
な
い
こ

と
に
な
る
っ
こ
の
矛
僅
ど
こ
か
ら
起
る
か
。
価
格
水
準
が
変
化
す
る
に
島
ら
ず
財
の
需
給
隻
化
が
な
い
と
云
う
の
は
、
実
質

的
覧
て
の
こ
と
で
あ
る
・
貨
幣
を
以
一
て
表
わ
さ
れ
た
そ
れ
ら
塞
化
す
る
。
財
の
褒
と
供
給
は
、
見
方
を
変
え
れ
ぼ
貨
幣
の

供
給
と
褒
麦
る
が
・
今
の
場
合
、
後
老
は
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
交
換
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
こ
の
増
加
部
分

は
ど
こ
か
ら
生
じ
た
か
・
Ｍ
を
所
与
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
貨
幣
保
有
襲
の
誰
、
即
ち
・
の
低
下
に
求
め
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

そ
し
て
・
こ
の
様
に
Ｋ
萎
化
す
る
も
の
と
し
て
援
う
時
、
・
は
・
に
対
し
逆
の
方
向
に
丁
度
同
じ
だ
け
動
く
か
ら
、
財
の
需
給

　
　
　
利
子
率
決
菱
因
に
関
す
る
・
…
↑
ソ
の
見
解
に
っ
い
て
一
山
田
一
　
　
．
　
　
　
七
一
七
四
五
一



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
（
七
四
六
）

と
貨
幣
の
需
給
は
常
に
一
致
し
、
両
者
の
問
に
矛
盾
は
起
ら
な
く
な
る
。
上
記
の
貨
幣
方
程
式
に
お
い
て
は
、
Ｋ
は
変
化
し
な
い
も

の
と
し
て
坂
扱
わ
れ
て
い
る
、
従
っ
て
、
実
物
体
系
と
貨
幣
体
系
に
お
い
て
Ｋ
の
取
扱
が
異
る
の
で
あ
る
が
、
Ｋ
の
こ
の
取
扱
の
相

違
が
Ｍ
モ
デ
ル
に
お
い
て
財
の
需
給
と
貨
幣
の
需
給
が
一
致
し
な
い
根
本
的
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｍ
モ
デ
ル
が
ワ
ル
ラ
ス

の
法
則
と
矛
盾
し
な
い
た
め
に
は
、
貨
幣
方
程
式
に
お
い
て
、
Ｋ
の
変
化
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
う
す
れ
ぼ
、
そ
の

方
程
式
は
恒
等
式
に
な
る
。
何
故
な
ら
、
Ｐ
が
均
衡
水
準
か
ら
他
の
水
準
へ
動
く
時
、
Ｋ
は
逆
の
方
向
に
丁
度
そ
れ
だ
げ
動
き
、
貨

幣
の
需
給
バ
か
不
均
衡
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
上
、
結
論
吻
乃
全
Ｍ
モ
デ
ル
の
二
分
法
に
対
し
ハ
ー
ソ
の
行
っ
た
形
式

的
批
判
を
、
反
対
の
角
度
か
ら
や
や
具
体
的
な
形
ち
で
内
面
的
に
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
次
の
こ
と
が
明
白
と
な
る
。

Ｍ
モ
デ
ル
が
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
と
矛
盾
す
る
の
は
、
実
物
体
系
と
貨
幣
体
系
に
お
い
て
Ｋ
の
坂
扱
が
異
る
か
ら
で
あ
り
、
Ｋ
を
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

に
坂
扱
う
時
、
貨
幣
方
程
式
は
恒
等
式
と
な
り
、
Ｐ
は
決
定
し
得
な
く
な
る
。

三

　
ハ
ー
ソ
は
Ｍ
モ
デ
ル
を
批
判
し
た
後
、
直
ち
に
二
の
論
文
の
十
工
た
る
目
的
で
あ
る
利
千
半
に
閑
す
る
三
っ
の
説
（
Ｌ
．
Ｐ
・
Ｌ
．

。
、
及
び
１
．
Ｓ
一
の
比
較
符
に
進
む
こ
こ
で
は
、
既
述
の
ク
ラ
ニ
線
訳
を
漕
す
る
時
、
こ
れ
ら
三
っ
の
説
は
ど
の
様

な
形
ち
で
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
に
っ
い
て
の
ハ
ー
ソ
の
見
解
に
汗
〔
し
よ
う

　
考
察
に
当
っ
て
、
次
の
こ
と
が
仮
定
さ
れ
る
、
資
陸
は
次
の
三
種
、
〃
ち
資
本
財
Ｋ
、
僚
券
（
無
期
公
債
）
Ｂ
、
貨
幣
Ｍ
の
み
と

す
る
　
附
、
こ
の
場
合
、
貨
幣
の
ス
ト
ツ
ク
は
一
定
で
お
る
　
他
の
財
は
す
べ
て
消
致
財
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
保
有
す
る
こ
と
が
出

米
な
い
　
さ
て
、
投
汽
計
繭
は
Ｋ
の
保
有
を
蛸
加
す
る
計
両
で
あ
る
　
投
汽
者
が
貯
蓄
を
令
く
計
画
し
な
い
も
の
と
す
れ
ぼ
、
こ
の



投
資
計
画
は
投
資
者
の
側
に
お
い
て
残
余
の
資
産
即
ち
債
券
又
は
貨
幣
の
供
給
を
計
画
す
る
こ
と
で
あ
る
二
他
方
に
お
い
て
、
貯
蓄

計
画
は
貯
蓄
者
の
側
に
お
い
て
、
債
券
叉
は
貨
幣
の
保
有
に
追
加
を
行
う
計
画
で
あ
る
。
従
っ
て
、
附
加
的
資
産
の
需
給
を
臥
、
“
、

事
前
的
貯
蓄
、
投
資
、
を
Ｓ
，
１
、
と
す
れ
ぱ
、

　
　
　
（
ｐ
「
ｏ
ｏ
し
Ｈ
■
一
Ｈ
（
ｏ
ｏ
－
Ｈ
）
・
・
…
…
：
…
…
：
：
：
・
…
…
…
…
：
…
…
・
・
（
Ｈ
戸
Ｈ
）

を
得
る
。
ム
は
資
産
に
対
す
る
超
過
需
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
債
券
に
対
す
る
超
過
需
要
ム
と
貨
幣
に
対
す
る
超
過
需
要
＾
か
ら
成
る
、

利
子
率
に
関
す
る
三
っ
の
説
は
こ
れ
ら
の
超
過
需
要
を
用
い
て
夫
々
次
の
如
く
述
べ
る
こ
と
が
出
来
る
。
１
・
Ｓ
説
、
ム
が
苓
と
異

る
な
ら
ぱ
、
し
か
も
そ
の
時
に
の
み
利
子
率
は
変
化
す
る
。
」
・
Ｆ
説
、
Ｘ
が
零
と
異
る
な
ら
ば
、
し
か
も
そ
の
時
に
の
み
利
子
率

は
変
化
す
る
つ
Ｌ
・
Ｐ
説
、
凡
が
零
と
異
る
な
ら
ぼ
、
し
か
も
そ
の
時
に
の
み
利
子
率
は
変
化
す
る
。
こ
こ
で
特
に
注
意
を
要
す
る

の
は
Ｌ
．
Ｐ
説
で
あ
る
。
ハ
ー
ソ
に
依
れ
ぼ
、
Ｌ
・
Ｐ
説
の
こ
の
解
訳
は
今
日
の
慣
行
で
あ
る
が
、
本
来
の
Ｌ
・
Ｐ
説
す
く
な
く
と

も
ヶ
イ
ソ
ズ
の
そ
れ
で
は
な
い
。
ヶ
イ
ソ
ズ
に
お
い
て
は
貨
幣
と
他
の
資
産
と
の
問
に
代
替
の
企
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

時
に
の
み
利
子
率
は
変
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
Ｌ
・
Ｐ
説
に
お
い
て
は
、
貨
幣
と
寮
産
以
外
の
他
財
と
の
間
に
代
替
の
企
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）
、

あ
る
時
に
も
利
子
率
は
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
い
こ
れ
は
次
の
様
に
し
て
、
小
さ
れ
る
。
皿
を
次
の
様
に
湾
き
か
え
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

　
　
　
■
一
Ｈ
ｋ
…
十
＊
ず
Ｈ
（
○
ｏ
－
Ｈ
）
…
・
：
…
…
…
…
：
…
・
・
…
…
…
：
・
…
…
：
（
自
Ｈ
．
甘
）

上
述
の
Ｌ
・
Ｐ
説
に
お
い
て
は
、
×
す
１
－
３
乱
つ
、

　
　
　
内
三
Ｈ
（
○
ｏ
ｌ
Ｈ
）
Ｈ
〆
一
木
◎
…
：
…
…
・
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
（
■
Ｈ
』
）

な
ら
ば
、
利
子
率
は
変
化
す
る
。
だ
が
、
此
の
場
合
、
貨
幣
の
超
過
｝
．
奥
は
消
費
財
に
対
す
る
貨
幣
の
代
替
若
し
く
は
そ
の
逆
を
表

　
　
　
　
　
　
（
１
０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

わ
す
こ
と
に
た
る
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
様
に
凡
を
流
動
性
逃
好
ガ
秤
式
と
同
槻
す
る
慨
行
は
何
に
某
困
す
る
か
、
、
ハ
ー
ソ
は
そ
の
原

　
　
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ン
の
見
解
に
っ
い
て
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
（
七
四
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
（
七
四
八
）

因
を
ヶ
イ
ソ
ズ
の
流
動
性
選
好
説
に
お
げ
る
特
殊
の
仮
定
に
認
め
る
。
ヶ
イ
ソ
ズ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
価
格
は
既
に
決

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
未
知
数
は
所
得
と
利
子
率
で
あ
る
。
（
自
Ｈ
・
甘
）
に
お
い
て
、
超
過
需
要
（
ム
・
ム
・
Ｋ
）
の
一
つ
は
他
の
二

つ
か
ら
導
出
さ
れ
る
二
従
っ
て
、
二
つ
の
未
知
数
を
決
定
す
る
に
二
つ
の
方
程
式
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
未
知

数
を
決
定
す
る
に
当
り
、
ヅ
イ
ソ
ズ
は
次
の
如
き
継
起
の
関
連
を
想
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
一
内
、
、
ｏ
例
え
ぱ
戸
く
ｏ
な
ら
ぼ
所

得
は
変
化
し
、
貿
↓
一
に
す
る
二
そ
の
時
、
内
三
川
－
挙
で
あ
る
こ
内
三
＼
ｏ
な
ら
ぱ
利
子
率
は
変
化
し
、
内
。
１
◎
と
な
る
，
、
要
点

は
■
…
川
－
挙
で
あ
り
、
消
費
財
又
は
用
役
に
対
し
て
貨
幣
を
代
替
し
よ
う
と
の
企
て
は
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
二
だ
が
、

こ
の
継
起
の
関
連
は
、
先
づ
利
子
率
を
固
定
し
て
所
得
の
均
衡
水
準
を
決
定
し
、
次
に
後
者
を
所
与
と
し
て
、
前
者
即
ち
利
子
率
の

均
衡
水
準
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
部
分
分
析
に
他
な
ら
ぬ
。

　
以
上
の
ハ
ー
ソ
の
見
解
は
要
す
る
に
ー
こ
う
で
あ
る
。
貨
幣
に
対
す
る
超
過
需
要
は
貨
幣
と
消
費
財
又
は
用
役
と
の
代
替
を
含
む
か

ら
本
来
の
流
動
性
選
好
説
で
は
な
い
、
従
っ
て
、
１
・
Ｓ
説
の
ム
、
Ｌ
・
Ｐ
説
の
ム
の
如
く
、
単
純
に
私
に
依
り
Ｌ
・
Ｐ
説
を
示
す

こ
と
は
出
来
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
両
者
を
同
一
視
す
る
今
日
の
慣
行
は
ヶ
イ
ソ
ズ
に
由
来
す
る
。
ヶ
イ
ソ
ズ
の
場
合
は
内
…
川
－
挙

と
考
え
ら
れ
た
か
ら
、
両
者
を
同
一
視
し
て
も
差
支
え
な
か
っ
た
　
た
だ
、
内
；
川
－
崔
と
云
う
こ
と
は
所
得
を
所
与
と
し
て
利
千

率
の
決
定
を
考
え
る
と
云
う
特
殊
の
方
法
（
部
分
的
分
析
）
に
ー
基
く
も
の
で
あ
り
、
一
般
均
衡
分
析
に
立
つ
目
下
の
考
察
に
ケ
イ
ソ

ズ
の
モ
デ
ル
を
そ
の
ま
ま
の
形
ち
で
適
用
す
る
こ
と
は
出
米
な
い
。
こ
の
ハ
ー
ソ
の
見
絆
に
っ
い
て
は
次
の
こ
と
が
云
え
る

　
ケ
イ
ソ
ズ
の
モ
デ
ル
を
一
般
的
な
形
ち
に
お
い
て
考
え
れ
ぱ
、
貨
幣
方
杜
式
は
竃
１
１
冥
一
■
）
貯
蓄
投
資
ガ
程
式
は
○
ｏ
（
一
Ｋ
）
１
Ｉ
Ｈ

（
ポ
■
）
、
貨
幣
需
婆
貝
∴
Ｋ
）
は
坂
引
動
機
（
及
び
予
備
的
動
機
）
に
基
く
貨
幣
需
要
竃
Ｈ
ｌ
Ｉ
ｒ
（
｝
）
と
投
機
的
動
機
に
基
く
貨
酪
俗

要
く
一
１
１
『
（
－
）
と
か
ら
成
る
。
（
竃
一
十
く
－
）
１
竃
は
貨
幣
の
超
過
需
要
Ｙ
州
に
相
当
す
る
　
貯
蓄
投
資
方
提
式
に
お
い
て
ｉ
を
所
与
と



す
る
。
貯
蓄
投
資
方
程
式
に
依
っ
て
Ｙ
が
、
次
に
、
Ｙ
を
所
与
と
し
て
貨
幣
方
程
式
に
依
っ
て
ｉ
が
、
決
定
さ
れ
る
。
ハ
ー
ソ
の
ケ

イ
ソ
ズ
解
訳
は
こ
の
様
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
先
づ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
。
ハ
ー
ソ
は
、
ケ
イ
ソ
ズ
が
貨
幣
方
程
式
に
お
い

て
利
子
率
を
、
貯
蓄
投
資
方
程
式
に
お
い
て
所
得
を
、
戦
略
変
数
と
し
て
取
扱
っ
た
も
の
と
見
る
。
こ
の
様
な
ヶ
イ
ソ
ズ
解
訳
は
、
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｎ
）

に
ク
ラ
イ
ソ
に
依
っ
て
示
さ
れ
、
一
般
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
解
訳
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
云
え
る
、
ケ
イ
ソ

ズ
が
貯
蓄
と
投
資
の
い
づ
れ
も
利
子
率
の
函
数
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
ヶ
イ
ソ
ズ
が
す
く
な
く
と
も
貯
蓄

投
資
の
関
係
、
特
に
所
得
決
定
の
考
察
に
お
い
て
、
利
子
率
を
所
与
と
見
散
し
た
こ
と
も
明
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
「
そ
の

最
初
の
斬
新
さ
は
、
貯
蓄
と
投
資
の
均
等
化
を
保
証
す
る
の
は
利
子
率
で
は
な
く
て
所
得
の
水
準
で
あ
る
、
と
云
う
私
の
主
張
に
あ

　
（
１
２
）

る
」
と
云
う
彼
白
身
の
言
共
の
内
に
十
分
に
示
さ
れ
て
い
る
。
貨
幣
方
程
式
に
目
を
転
じ
よ
う
。
ヶ
イ
ソ
ズ
は
利
子
率
が
貨
幣
の
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

要
と
供
給
に
依
り
決
定
さ
れ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
利
子
率
が
貨
幣
方
程
式
に
依
り
（
そ
し
て
直
接
に
は
た
だ
そ
れ
だ
げ
に
依
っ
て
）

決
定
さ
れ
る
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
、
そ
こ
で
は
所
得
が
一
応
所
与
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
、
と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
ヶ
イ
ソ

ズ
が
貯
蓄
投
資
方
程
式
に
お
い
て
利
子
率
を
所
与
と
し
て
取
扱
っ
た
の
は
、
彼
が
、
貯
蓄
と
投
資
に
及
ぼ
す
利
子
率
の
直
接
的
影
響
、

特
に
前
者
に
及
ぽ
す
そ
の
直
接
的
影
響
は
所
得
の
そ
れ
に
比
較
し
て
極
め
て
傑
少
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
．
こ
の
こ
と

か
ら
、
ヶ
イ
ソ
ズ
が
貯
蓄
投
資
方
程
式
に
於
て
、
所
得
を
戦
略
変
数
と
し
て
取
扱
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
一
．
貨
幣
方
程
式
に
お
け

る
所
得
に
つ
い
て
は
ど
う
か
、
、
ケ
イ
ソ
ズ
は
貨
幣
の
需
要
量
に
及
ぽ
す
利
子
率
の
影
響
を
重
視
す
る
、
こ
の
点
に
、
伝
来
の
古
典
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

理
論
に
見
ら
れ
ぬ
彼
独
白
の
斬
新
さ
が
お
る
。
ま
た
、
ク
ラ
イ
ソ
の
主
張
す
る
如
く
、
彼
が
、
利
子
率
の
貨
幣
の
需
要
量
に
及
ぼ
す

影
響
は
所
得
の
そ
れ
よ
り
大
で
お
る
と
考
え
た
こ
と
も
十
分
に
首
肯
さ
れ
る
二
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
、
彼
は
、
貨
幣
の
常
要
最
に

及
ぽ
す
所
得
の
影
響
を
、
貯
蓄
及
び
投
資
に
お
け
る
利
子
率
の
影
響
の
如
く
、
無
悦
し
て
差
支
な
い
と
か
、
乃
至
は
考
慮
に
仇
い
し

　
　
利
子
率
決
定
巽
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ソ
の
見
解
こ
つ
い
一
、
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
七
四
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
（
七
五
二
）

な
い
微
弱
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
か
と
云
う
に
そ
う
で
は
な
い
、
、
む
し
ろ
彼
は
斯
様
な
所
得
の
影
響
を
十
分
に
認
め
、
そ
れ
に
、
つ

い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
二
従
っ
て
、
彼
は
、
貨
幣
方
程
式
に
お
い
て
、
利
子
率
と
共
に
所
得
を
も
貨
幣
の
需
要
量
に
影
響
を
あ
た

え
る
重
要
な
変
数
と
し
て
坂
扱
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
、
一
彼
の
場
合
、
所
得
が
主
と
し
て
直
接
影
響
を
あ
た
え
る
の
は
、
貨
幣
に
対

す
る
需
要
の
中
、
坂
引
乃
至
予
備
的
動
機
に
基
く
そ
れ
で
あ
る
．
げ
れ
ど
も
投
機
的
動
機
に
充
当
し
得
る
貨
幣
量
の
変
化
を
通
じ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

結
局
そ
れ
は
利
子
率
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
ヶ
イ
ソ
ズ
に
お
い
て
は
、
先
づ
、
貯
蓄
投
資
方
程
式
に
依
っ
て
所
得
が
、
次

に
、
斯
く
し
て
確
定
さ
れ
た
所
得
を
前
提
と
し
て
、
貨
幣
方
程
式
に
依
っ
て
利
子
率
が
決
定
さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
ヶ
イ
ソ
ズ
の
貨
幣
方
程
式
に
お
い
て
所
得
を
い
づ
れ
に
解
す
る
に
せ
よ
、
そ
こ
で
は
そ
れ
は
一
応
所
与
不
変
で
あ
る
、
．
所
得
を
不

変
と
す
る
こ
と
は
、
坂
引
動
機
（
及
び
予
備
的
動
機
）
に
基
く
貨
幣
需
嬰
を
不
変
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
更
に
後
者
の
不
変
は
、
一

方
に
お
い
て
投
機
的
動
機
に
充
当
さ
れ
る
貨
幣
量
の
不
変
を
、
他
方
に
お
い
て
貨
幣
と
消
費
財
又
は
用
役
と
の
問
に
代
替
が
全
く
行

れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
か
く
て
、
利
チ
率
の
変
化
は
投
機
的
動
機
に
基
く
貨
幣
需
要
表
、
即
ち
流
動
性
選
好
表
の
変
化
に
基
い

て
の
み
、
且
っ
、
貨
幣
と
債
券
と
の
問
の
代
跨
の
企
て
を
通
じ
て
の
み
、
芯
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
貨
幣
の
超
巡
｝
要
に
は
貨
幣

と
消
費
財
又
は
用
役
と
の
代
替
は
含
ま
れ
な
い
。
も
っ
と
も
貨
幣
方
秤
式
に
於
て
Ｙ
を
変
数
と
見
る
時
は
、
そ
れ
は
貯
蓄
叉
は
投
箭

を
動
か
す
諸
事
情
の
変
化
（
例
え
ぱ
、
消
費
性
向
表
、
籔
本
の
眼
界
効
率
表
等
の
移
動
）
に
伴
っ
て
変
化
す
る
従
っ
て
貨
幣
の
超

過
俗
要
は
如
何
な
る
場
合
に
も
貨
幣
と
消
貨
財
又
は
川
役
と
の
代
替
を
含
ま
ぬ
と
は
云
え
ぬ
こ
と
に
な
る
、
ケ
イ
ソ
ズ
の
目
下
の
モ

デ
ル
に
お
い
て
、
最
初
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
仮
定
さ
れ
る
変
数
に
つ
い
て
、
こ
の
仮
定
を
取
去
る
時
、
未
知
数
ｉ
と
Ｙ
と

の
特
殊
の
継
起
の
関
係
は
消
似
し
て
、
内
者
は
二
っ
の
ガ
秋
式
に
依
り
同
時
決
定
舳
と
な
る
　
こ
れ
は
一
般
均
衡
分
析
の
手
法
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

り
、
こ
の
様
な
試
み
は
ヒ
ッ
ク
ス
、
モ
デ
イ
リ
ァ
ー
二
、
ハ
ソ
セ
ン
等
に
見
ら
れ
る
，
そ
こ
で
は
、
貨
幣
方
捉
式
の
変
数
Ｙ
は
ど
の



様
な
意
味
に
お
い
て
も
所
ケ
と
し
て
坂
扱
う
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
、
貨
幣
の
超
過
需
要
は
貨
幣
と
消
費
財
又
は
用
役
と
の
代
替
の

企
て
を
含
む
こ
と
に
な
る
、

　
流
動
性
選
好
を
ヶ
イ
ソ
ズ
の
意
味
に
解
す
る
時
、
兄
に
依
っ
て
Ｌ
・
Ｐ
説
を
述
べ
る
こ
と
の
出
来
る
の
は
、
ヶ
イ
ソ
ズ
の
様
な
部

分
分
析
の
立
場
を
坂
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
一
般
均
衡
分
析
の
立
場
を
取
る
、
従
っ
て
、
上
の
様
な
仕
方
で
単
純

に
Ｌ
・
Ｐ
説
を
述
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
で
は
、
そ
れ
は
ど
の
様
な
仕
方
で
示
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
か
、
こ
れ
が
ハ
ー
ソ
の
次
に
考

察
す
る
事
柄
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
ハ
ー
ソ
は
Ｌ
・
Ｐ
説
を
一
般
的
モ
デ
ル
を
以
て
再
述
す
る
た
め
に
は
流
動
性
選
好
を
需
要
し
供
給

さ
れ
る
資
産
の
総
量
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
て
、
資
産
が
需
要
さ
れ
る
比
率
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
解
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
考
え
る
。
こ
れ
は
次
の
様
に
し
て
説
明
さ
れ
る
。
総
資
産
を
Ａ
、
そ
れ
を
構
成
す
る
各
資
産
を
勾
、
伽
一
、
他
の
財
及
び
用
役

を
Ｘ
と
し
、
効
用
函
数
を

　
　
　
０
Ｈ
貝
戸
戸
樽
）
…
…
…
・
・
…
・
…
－
－
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
一
目
．
ｃ
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
９

と
書
く
も
の
と
す
れ
ば
、
二
つ
の
決
意
（
貯
蓄
の
決
意
と
資
産
保
有
の
形
体
に
関
す
る
決
意
）
は
閉
瞭
に
二
小
さ
れ
る
、
け
れ
ど
も

　
　
　
Ｏ
ｕ
ｑ
（
＊
も
箏
ザ
）
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
（
Ｈ
目
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

と
書
く
場
合
は
そ
う
で
わ
な
い
。
両
者
は
桝
訳
に
お
い
て
異
る
。
～
が
貨
幣
を
表
わ
す
も
の
と
す
れ
ぱ
、
皿
に
お
い
て
は
欲
求
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

幻
伽
、
の
比
率
で
資
雌
を
保
有
す
る
時
、
Ｌ
・
Ｐ
は
充
さ
れ
る
が
、
Ｈ
に
お
い
て
は
欲
求
す
る
勾
の
す
べ
て
を
保
有
す
る
時
、
Ｌ
．
Ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

は
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
，
通
例
は
後
の
解
訳
を
取
る
が
、
流
動
性
逃
好
は
前
者
に
則
し
て
記
述
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
，

Ｌ
・
Ｐ
の
こ
の
解
訣
が
受
人
ら
れ
る
な
ら
ぼ
、
Ｌ
・
Ｐ
説
は
次
の
如
く
述
べ
る
こ
と
が
出
米
る
　
資
雌
の
｝
婆
率
が
供
給
率
と
異
る

な
ら
ば
、
し
か
も
、
そ
の
時
に
の
み
利
子
率
は
変
化
す
る
一
次
に
、
こ
の
命
魑
が
導
く
モ
デ
ル
を
見
よ
う
こ

　
　
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ン
○
見
解
一
一
つ
い
て
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
（
レ
し
一
几
二



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
（
七
五
二
）

　
三
種
の
資
産
を
想
起
す
る
、
投
資
者
は
一
定
の
率
で
貨
幣
と
債
券
を
供
給
し
、
資
本
財
を
一
層
多
く
需
要
す
る
よ
う
決
定
す
る
。

生
産
ラ
ッ
グ
が
存
在
し
な
い
な
ら
ぱ
、
Ｋ
に
対
す
る
投
資
者
の
需
要
は
常
に
充
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
貯
蓄
者
は
一
定
の
率
で

一
層
多
く
の
賃
券
と
貨
幣
を
需
要
し
、
保
有
総
資
産
の
増
加
を
決
定
す
る
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ソ
の
消
費
ラ
ッ
グ
を
仮
定
す
れ
ぼ
、
「
奉
津

９
圭
漆
ｅ
議
一
、
射
一
漕
十
痔
議
一
津
９
粛
嚇
ｅ
誘
“
萌
畑
…
…
彗
菖
◎
尋
毒
十
誉
坤
（
主
』
圭
「
載
び
畦
講
一
声
津
９
扉
崇
ｅ
メ
す
、
、
」
で
あ
る
。

生
産
ラ
ッ
グ
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
財
及
び
用
役
の
総
供
給
は
常
に
そ
れ
ら
の
総
需
要
に
等
し
い
Ｃ
よ
っ
て
、
次
の
恒
等
式
を
得
る
。

　
　
　
■
一
…
『
ｏ
１
、
…
…
…
…
：
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
（
自
Ｈ
．
蜆
）

■
は
前
期
の
所
得
、
ゴ
は
今
期
の
所
得
で
あ
る
。
最
初
の
均
衡
条
件
は
、

　
　
　
Ｈ
一
…
『
。
１
，
１
Ｉ
ｏ
…
…
…
…
…
…
・
・
：
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
（
Ｈ
戸
ｏ
）

で
あ
る
。
借
て
、
諸
価
格
は
不
変
と
仮
定
さ
れ
、
ケ
イ
ソ
ズ
に
し
た
が
っ
て
短
期
に
お
い
て
は
資
座
の
総
且
里
も
不
変
と
仮
定
し
得
る

か
ら
、
未
知
数
は
ｉ
と
■
の
二
っ
、
方
程
式
は
差
当
っ
て
一
っ
で
あ
る
。
不
足
の
方
程
式
に
は
流
動
性
選
好
が
充
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な

い
条
件
を
使
用
す
る
。
利
用
さ
れ
得
る
債
券
に
対
す
る
貨
幣
の
率
と
そ
れ
ら
の
需
要
さ
れ
る
率
と
の
差
を
ム
と
す
れ
ぼ
、
こ
の
条
件

は
次
の
如
く
示
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
〆
１
Ｉ
ｏ
…
…
：
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
：
…
…
・
（
Ｈ
戸
べ
）

か
く
て
、
Ｌ
．
Ｐ
説
の
意
図
さ
れ
た
形
式
的
モ
デ
ル
が
得
ら
れ
る
　
岬
ち
、
利
子
率
は
弟
木
ｏ
の
時
に
の
み
変
化
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

　
右
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
皿
は
所
得
に
関
す
る
条
件
で
あ
り
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ソ
に
し
た
が
っ
て
、
消
錐
ラ
ヅ
グ
を
伴
う
柵
肺
後
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

二
っ
の
期
問
に
お
げ
る
所
得
の
一
致
と
云
う
形
式
に
よ
っ
て
．
小
さ
れ
る
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ソ
は
］
を
期
閉
の
派
位
に
と
り
、
且
っ
一
口

だ
け
の
消
錐
ラ
ッ
グ
を
仮
定
す
る
、
昨
日
の
所
得
の
巾
、
今
口
消
費
さ
れ
な
い
部
分
が
今
口
の
貯
蓄
で
あ
り
、
そ
れ
は
投
賞
と
し
て



支
出
さ
れ
る
部
分
と
退
蔵
又
は
節
用
と
し
て
保
有
さ
れ
る
部
分
と
に
分
れ
る
。
昨
日
の
所
得
の
中
、
今
日
消
費
に
支
出
さ
れ
る
部
分

と
投
資
と
し
て
支
出
さ
れ
る
部
分
の
総
計
が
今
日
の
所
得
と
な
る
か
ら
、
昨
日
の
所
得
の
中
、
今
日
退
蔵
又
は
節
用
と
し
て
保
有
さ

れ
る
部
分
が
存
在
す
る
か
否
か
、
従
っ
て
貯
蓄
と
投
資
が
等
し
い
か
否
か
、
に
依
っ
て
今
日
の
所
得
は
昨
日
の
所
得
と
均
等
に
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

あ
る
い
は
不
均
等
と
な
る
、
ハ
ー
ソ
も
基
本
的
に
は
こ
れ
と
同
じ
様
な
考
え
方
を
取
る
。
こ
の
考
察
に
お
い
て
は
、
生
産
ラ
ッ
グ
が

無
視
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
依
っ
て
今
期
の
所
得
は
（
今
期
の
）
財
及
び
用
役
に
対
す
る
総
需
要
に
等
し
く
な
り
、
貯
蓄
が
投

資
を
超
え
る
だ
げ
、
前
期
の
所
得
は
今
期
の
所
得
よ
り
大
と
な
る
。
げ
れ
ど
も
生
産
ラ
ッ
グ
を
考
慮
す
る
時
は
、
（
そ
れ
は
一
般
に

消
費
ラ
ッ
グ
よ
り
長
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
）
Ｋ
に
対
す
る
増
加
し
た
需
要
は
充
さ
れ
ず
、
上
述
の
様
な
仕
方
で
貯
蓄
と
投
資
の
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

的
関
係
を
相
前
後
す
る
二
っ
の
期
問
に
お
け
る
所
得
に
依
り
必
し
も
正
確
に
は
示
し
得
な
く
な
る
。
Ｈ
は
利
子
率
に
関
す
る
条
件
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

あ
り
、
貨
幣
と
債
券
の
需
要
す
る
率
と
利
用
し
得
る
率
と
の
一
致
と
云
う
形
式
で
示
さ
れ
る
、
こ
れ
は
本
来
の
流
動
性
選
好
に
対
す

る
ハ
ー
ソ
独
白
の
解
訳
に
基
く
も
の
で
あ
る
ド
荷
、
こ
こ
で
の
貨
幣
需
要
は
一
応
投
機
的
動
機
に
基
く
貨
幣
需
要
の
み
に
限
定
さ
れ

て
い
る
、
げ
れ
ど
も
必
要
で
お
れ
ぱ
、
取
引
動
機
に
基
く
貨
幣
需
要
を
も
含
ま
し
め
る
こ
と
が
出
米
る
し
事
前
の
Ｌ
・
Ｐ
は
人
々
が

期
末
に
保
有
し
よ
う
と
計
画
す
る
資
産
の
形
体
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ソ
の
消
費
ラ
ッ
グ
を
援
州
す
る
時
、
こ
れ
は

次
期
に
お
げ
る
坂
引
目
的
の
た
め
の
準
傭
を
も
含
め
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
、
、

四

　
上
述
の
形
式
的
モ
デ
ル
を
基
礎
と
し
て
、
Ｌ
・
Ｐ
説
と
Ｌ
・
Ｆ
説
を
比
較
す
る
ニ
パ
三
１
Ｉ
ｏ
の
時
、
挙
Ｙ
○
は
必
然
的
に
苧
＼
ｏ
で

お
る
即
ち
Ｌ
・
Ｐ
説
と
Ｌ
・
Ｆ
説
と
は
同
一
で
あ
る
、
一
従
っ
て
、
以
下
の
考
察
は
主
と
し
て
■
：
＼
○
の
時
、
即
ち
班
前
的
貯
蓄

　
　
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ン
の
見
解
に
っ
い
て
（
山
旧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
七
五
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
（
七
五
四
）

が
事
前
的
投
資
と
異
る
場
合
に
１
向
け
ら
れ
る
。
こ
の
考
察
を
な
す
に
当
っ
て
、
ハ
ー
ン
は
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ソ
に
し
た
が
っ
て
、
一
っ

の
所
得
期
間
を
想
定
し
、
貯
蓄
計
画
は
こ
の
所
得
期
問
に
つ
い
て
な
さ
れ
、
且
つ
投
資
計
画
は
履
行
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
投

資
者
は
必
要
な
「
財
源
」
を
獲
得
す
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
次
の
こ
と
が
云
え
る
。
一
つ
の
所
得
期
間
中
に
二
つ
の
坂
引
が
な
さ
れ
る
。

貨
幣
に
ー
対
す
る
債
券
の
売
却
と
投
資
財
の
購
入
で
あ
る
凸
、
資
産
構
成
の
計
画
期
問
は
貯
蓄
（
資
陸
の
追
加
）
の
計
画
期
間
よ
り
短
い

こ
と
に
な
る
。
見
と
篶
と
は
い
づ
れ
も
一
っ
の
所
得
期
問
に
っ
い
て
な
さ
れ
た
計
画
か
ら
結
果
す
る
一
一
そ
の
こ
と
は
、
ム
に
っ
い
て

見
れ
ぱ
、
そ
こ
で
の
貨
幣
と
債
券
と
の
構
成
計
画
は
人
々
が
そ
の
所
得
期
間
の
期
末
に
お
い
て
保
有
す
る
そ
れ
ら
の
構
成
計
画
に
他

な
ら
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。
Ｌ
・
Ｐ
と
Ｌ
・
Ｆ
の
相
違
は
こ
の
点
か
ら
米
る
と
ハ
ー
ソ
は
見
る
、
所
得
期
問
の
第
一
の
段
階
に
お
け

る
貨
幣
と
債
券
の
需
要
率
は
、
第
二
の
段
階
で
あ
る
投
資
財
の
購
入
に
反
作
用
を
及
ぼ
す
が
、
ム
に
は
反
作
用
を
及
ぼ
さ
な
い
と
見

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
様
に
ー
し
て
説
明
さ
れ
る
。
利
子
率
は
貨
幣
と
債
券
を
期
末
に
保
有
し
よ
う
と
計
画
す
る
率
が
利
用
し

得
る
率
に
等
し
く
な
る
様
に
定
ま
る
。
期
首
に
需
要
さ
れ
る
率
は
そ
れ
よ
り
大
で
あ
る
，
投
資
者
が
投
黄
財
購
入
の
た
め
貨
幣
を
常

要
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、
利
子
率
は
上
昇
す
る
。
そ
の
利
ヱ
Ｊ
率
に
お
い
て
債
券
の
巾
而
給
は
等
し
い
。
こ
の
取
引
が
終
る
と
、

投
資
者
は
投
資
財
を
買
う
一
投
資
者
の
債
券
に
対
す
る
貨
幣
の
率
は
低
下
す
る
、
し
か
し
、
他
の
人
々
の
保
有
す
る
廣
券
に
対
す
る

貨
幣
の
率
は
蛸
加
す
る
。
こ
れ
は
貨
幣
の
債
券
へ
の
代
替
と
利
子
率
の
低
下
に
導
く
、
貨
幣
の
廣
券
に
対
す
る
現
実
率
が
期
末
に
望

ま
れ
る
そ
れ
よ
り
高
い
限
り
、
利
丁
率
は
低
下
す
る
。
期
末
に
お
い
て
、
資
座
は
計
画
逝
り
の
形
体
で
保
有
さ
れ
、
利
子
率
は
期
首

と
同
じ
で
あ
り
、
保
有
総
汽
陸
は
計
画
よ
り
大
き
く
、
且
っ
所
得
は
蛸
加
し
た
　
不
測
の
こ
の
変
化
は
次
期
の
期
末
に
望
ま
れ
る
貨

幣
と
債
券
の
率
の
変
化
に
導
く
、

　
以
上
か
ら
、
Ｌ
・
Ｐ
説
と
Ｌ
・
Ｆ
説
は
次
の
如
く
述
べ
る
こ
と
が
出
米
る
　
Ｌ
・
Ｐ
説
、
一
所
得
期
問
に
つ
い
て
貨
幣
と
債
券
の



保
有
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
率
が
利
用
し
得
る
率
と
異
る
時
に
１
の
み
期
末
の
利
子
率
は
期
首
の
そ
れ
と
異
る
、
Ｌ
．
Ｆ
説
、
第
一
の

取
引
期
間
に
っ
い
て
期
末
に
貨
幣
と
債
券
の
需
要
さ
れ
る
率
が
利
用
し
得
る
率
と
異
る
時
に
の
み
期
末
の
利
子
率
は
期
首
の
そ
れ
と

異
る
。
二
っ
の
説
が
利
子
率
に
関
す
る
予
言
を
異
に
す
る
の
は
、
異
っ
た
時
期
の
利
子
率
に
言
及
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
１
・
Ｓ
説
に
目
を
転
じ
よ
う
。
こ
の
説
は
Ｎ
一
斗
ｏ
の
時
に
の
み
利
子
率
は
変
化
す
る
と
述
べ
る
。
■
・
１
－
ｏ
且
っ
〆
米
◎
で
あ
る

と
し
よ
う
。
利
子
率
は
変
化
し
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
貨
幣
及
び
債
券
の
保
有
計
画
を
調
和
せ
し
め
る
如
何
な
る
仕
組
も
存

在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
同
じ
こ
と
を
一
層
具
体
的
な
形
ち
で
述
べ
よ
う
。
投
資
計
画
と
貯
蓄
計
画
の
不
一
致
は
貨
幣
と
債
券
の
需

給
計
画
の
不
一
致
に
反
作
用
す
る
、
と
こ
ろ
で
、
計
画
さ
れ
た
投
資
と
貯
蓄
が
一
致
し
な
い
時
に
の
み
利
子
率
は
変
化
す
る
と
云
う

こ
と
は
、
貨
幣
の
超
過
需
要
と
債
券
の
超
過
需
要
と
の
総
計
が
容
と
異
る
時
に
１
の
み
利
子
率
は
変
化
す
る
と
云
う
の
と
同
じ
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
計
画
投
資
と
計
画
貯
蓄
が
等
し
い
時
は
貨
幣
の
超
過
慌
要
乃
至
債
券
の
超
過
供
給
が
存
在
し
て
も
利

子
率
は
変
化
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
築
言
す
れ
ぼ
、
貨
幣
市
場
と
債
券
市
場
が
共
に
不
均
衡
の
状
態
に
あ
る
時
で
さ
え
利
子
率

は
変
化
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
に
は
変
化
す
る
こ
と
に
依
っ
て
二
っ
の
市
場
を
均
衡
に
導
く
如
何
な
る
市
場
の
変
数
も
存

在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
１
・
Ｓ
説
は
拒
否
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。

　
Ｌ
・
Ｐ
説
と
Ｌ
・
Ｆ
説
及
び
１
・
Ｓ
説
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
貨
幣
経
済
に
お
い
て
は
、
人
々
が
所
得
期
問
の
経
過
中
に
望
む
賓

産
の
構
成
と
、
期
末
に
望
む
資
産
の
構
成
と
は
異
る
。
流
動
性
選
好
説
は
、
す
べ
て
の
巾
場
取
引
が
終
了
し
た
後
、
人
々
が
望
む
賓

産
の
構
成
に
ー
、
貸
付
資
金
説
は
、
所
得
期
問
中
の
市
場
に
お
げ
る
資
産
の
流
量
に
注
目
す
る
。
従
っ
て
、
後
者
で
は
取
引
遂
行
の
過

程
に
お
げ
る
質
産
の
中
間
構
成
に
考
慮
が
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
両
説
は
、
そ
の
予
言
が
異
っ
た
時
期
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と

云
う
理
由
か
ら
、
相
互
に
排
他
的
で
は
な
い
。
次
に
、
人
々
は
次
の
二
っ
の
決
意
を
な
す
。
期
末
（
所
得
期
間
の
）
に
お
げ
る
保
有
資

　
　
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ソ
の
見
解
に
っ
い
て
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
七
五
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
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第
六
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
七
五
六
）

産
の
量
に
関
す
る
決
意
と
構
成
に
関
す
る
決
意
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
資
産
の
構
成
－
特
に
貨
幣
と
債
券
に
関
す
る
ー
に
つ
い
て
の

計
画
期
問
は
資
産
の
量
に
つ
い
て
の
計
画
期
問
よ
り
逢
か
に
短
い
。
従
っ
て
、
利
子
率
は
前
期
の
所
得
を
基
礎
と
し
て
、
今
期
の
期

末
に
人
々
が
資
産
を
利
用
し
得
る
形
体
で
保
有
す
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
消
費
、
投
資
、
資
産
量
等
の
諸
計
画
が
一
斉
に
満
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
不
一
致
は
資
産
の
望
ま
れ
な
い
増
大
又
は
柿
渇
と
な
っ
て
現
れ
る
。
げ
れ
ど
も
、
資
産
量
の
こ
の
望

ま
れ
な
い
変
化
（
所
得
変
化
）
が
利
子
率
に
影
響
を
あ
た
え
る
の
は
資
産
の
構
成
に
影
響
を
あ
た
え
、
そ
れ
を
通
じ
て
の
み
で
あ
る
。

　
先
づ
、
流
動
性
選
好
説
と
投
資
貯
蓄
説
と
の
関
係
に
就
い
て
。
既
述
の
ハ
ー
ソ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
二
つ
の
未
知
数
利
子
率
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

所
得
は
資
産
一
貨
幣
と
債
券
一
の
需
要
率
と
供
給
率
の
均
等
を
示
す
方
程
式
皿
と
資
産
の
量
の
需
要
と
供
給
即
ち
貯
蓄
と
投
資
の
均
等

　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
１
■

　
　
　
　
　
　
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

を
示
す
方
程
式
Ｈ
と
に
依
り
夫
々
決
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
だ
げ
に
就
い
て
見
れ
ば
、
利
千
は
ど
ち
ら
の
方
程
式
に
依
り
決
定

　
　
　
　
　
　
ｑ

さ
れ
る
も
の
と
も
云
え
な
い
。
築
言
す
れ
ば
、
流
動
性
選
好
説
と
投
資
貯
蓄
説
の
い
づ
れ
が
正
し
い
と
も
云
え
な
い
。
だ
が
、
ハ
ー

ソ
は
彼
独
白
の
期
問
分
析
方
法
を
以
っ
て
、
貯
蓄
・
投
資
が
、
不
均
衡
か
ら
均
衡
を
回
復
す
る
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、

利
子
率
を
決
定
す
る
の
は
資
産
の
孟
要
率
と
供
給
率
に
依
っ
て
で
あ
る
こ
と
、
磐
言
す
れ
ぼ
、
流
動
性
選
好
説
が
正
し
い
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
そ
れ
は
次
の
如
く
理
解
さ
れ
る
。

　
各
経
済
主
体
は
一
所
得
期
問
の
期
首
に
お
い
て
、
そ
の
期
問
の
期
末
に
保
有
す
る
資
産
に
っ
い
て
、
次
の
二
っ
の
計
画
を
な
す
。

儲
に
閑
す
る
計
画
と
構
成
乃
全
率
に
関
す
る
計
画
で
あ
る
。
資
陸
の
最
に
閑
す
る
計
画
川
ち
貯
蓄
計
画
と
投
資
計
画
の
完
了
す
る
と

同
時
に
そ
の
期
の
所
得
が
定
ま
り
、
所
得
が
定
ま
る
と
同
時
に
そ
の
所
得
期
問
は
終
る
、
一
此
の
場
合
、
前
期
の
所
得
に
、
今
期
の
投

賓
が
今
期
の
貯
蓄
を
超
過
す
る
額
を
加
え
た
も
の
が
今
期
の
所
得
の
大
き
さ
と
な
る
従
っ
て
、
例
え
ぼ
、
今
期
の
投
資
が
今
則
の

貯
蓄
よ
り
大
で
払
れ
ば
、
そ
れ
だ
げ
今
期
の
所
得
は
前
期
の
所
得
よ
り
大
と
な
る
　
諦
計
画
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
一
致
し
な
け



れ
ぱ
そ
れ
ら
は
計
画
期
問
終
了
と
同
時
に
１
修
正
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
ハ
ー
ソ
は
資
産
の
量
に
関
す
る
計
画
期
問
は
賞

産
の
構
成
に
関
す
る
計
画
期
間
よ
り
も
逢
に
長
い
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が
結
果
す
る
。
Ｈ
　
所
得
期
問
に
お

い
て
、
資
虎
の
埴
に
関
す
る
計
画
は
そ
れ
を
修
正
す
る
余
裕
が
な
い
が
、
資
産
の
構
成
に
関
す
る
計
画
は
そ
れ
を
修
正
す
る
だ
げ
の

余
裕
が
あ
る
、
ｅ
　
所
得
は
、
資
産
の
量
に
関
す
る
計
画
変
更
に
依
っ
て
変
化
す
る
が
、
資
産
の
構
成
に
関
す
る
計
画
修
正
期
問
中

は
変
化
し
な
い
。

　
扱
て
、
資
産
の
量
に
関
す
る
計
画
と
そ
の
構
成
に
関
す
る
計
画
と
は
、
い
づ
れ
も
所
得
（
前
期
の
）
と
利
子
率
（
今
期
の
）
を
変

数
と
す
る
そ
れ
ら
の
函
教
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
築
言
す
れ
ぱ
、
前
期
の
所
得
を
基
礎
と
し
て
、
今
期
の
利
子
率
の
予
想
の
下
に
、

そ
れ
ら
の
計
画
は
立
て
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
計
画
が
一
致
し
な
い
も
の
と
し
よ
う
。
資
産
の
構
成
に
関
し
て
は
、
計
画
修
正
の
期
問

中
所
得
は
変
化
し
な
い
。
従
っ
て
、
計
画
の
修
止
を
通
じ
て
賓
産
の
需
要
率
と
供
給
率
に
依
っ
て
利
子
率
は
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
，
な

る
。
で
は
、
資
雇
の
量
に
関
し
て
は
ど
う
か
。
此
の
場
合
は
計
画
の
実
行
が
完
了
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
所
得
期
間
は
終
る
。
従
っ

て
、
計
画
の
修
正
は
次
期
以
後
の
各
所
得
期
問
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
の
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
あ
る
所
得
期
問
に
お

い
て
投
賞
と
貯
蓄
が
一
致
し
な
け
れ
ぼ
、
次
の
所
得
期
問
に
お
い
て
計
画
の
某
礎
と
な
る
前
期
の
所
得
は
、
当
初
の
所
得
期
閉
に
お

い
て
計
胸
の
基
礎
と
な
る
前
期
の
所
得
と
そ
の
大
さ
を
興
に
。
す
る
。
従
っ
て
、
計
函
修
正
の
過
程
に
お
い
て
、
各
所
得
期
閉
に
お
い

て
計
函
の
塔
礎
と
な
る
前
期
の
所
得
は
興
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
計
画
の
某
礎
と
な
る
沌
期
の
所
得
が
促
れ
ぱ
、
そ
こ
で
の
均
衡
利

子
率
も
ま
た
異
っ
て
来
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
計
画
を
修
正
す
る
こ
と
に
、
依
っ
て
、
唯
一
の
均
衡
利
子
率
を
決
定
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
資
陸
の
娃
に
閑
す
る
需
要
と
供
給
即
ち
貯
蓄
と
投
資
に
依
っ
て
は
利
千
率
を
決
定
す
る
こ
と
は
山
来
な
い
。

　
ハ
ー
ソ
に
お
い
て
、
利
千
率
は
籔
産
の
量
の
俗
給
即
ち
貯
蓄
と
投
汽
に
依
っ
て
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
俗
要
率
と
供
給
率
に
依
っ

　
　
　
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ソ
の
見
解
に
っ
い
て
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
七
五
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
七
五
八
）

て
決
定
さ
れ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
右
の
考
察
か
ら
明
か
な
如
く
、
そ
れ
は
、
彼
が
資
産
の
構
成
に
関
す
る
計
画
期
間
は
所

得
期
問
よ
り
短
い
が
、
資
産
の
量
に
関
す
る
計
画
期
問
は
そ
う
で
な
い
と
想
定
す
る
こ
と
に
基
因
す
る
Ｃ
そ
う
考
え
る
こ
と
に
依
っ

て
、
所
得
は
資
産
の
構
成
に
関
す
る
計
画
の
不
一
致
を
調
整
す
る
期
問
中
は
変
化
し
な
い
が
、
資
産
の
量
に
関
す
る
計
画
の
調
整
に

就
い
て
は
そ
う
は
云
え
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
次
に
、
流
動
性
選
好
説
と
貸
付
資
金
説
と
の
関
係
に
就
い
て
。
既
述
の
如
く
、
ハ
ー
ソ
は
流
動
性
選
好
を
債
券
に
対
す
る
貨
幣
の

代
替
と
解
訳
し
、
此
の
解
訳
に
某
い
て
流
動
性
選
好
説
に
お
げ
る
利
子
率
決
定
の
要
因
は
資
産
（
貨
幣
及
び
債
券
）
に
対
す
る
需
要

率
と
供
給
率
で
あ
る
と
見
る
。
貧
付
資
金
の
需
要
は
債
券
に
対
す
る
貨
幣
の
代
替
、
供
給
は
そ
の
逆
で
あ
る
、
そ
こ
で
、
同
じ
手
法

に
よ
り
貸
付
資
金
説
に
お
げ
る
、
利
一
ガ
率
決
定
の
要
因
も
ま
た
資
産
に
対
す
る
需
要
率
と
供
給
率
で
あ
る
と
見
る
、
け
れ
ど
も
、
勿

論
、
こ
れ
ら
二
組
の
需
要
率
と
供
給
率
が
、
ハ
ー
ソ
に
お
い
て
全
く
同
じ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
所
得
期
間
の
期

首
に
お
い
て
、
各
経
済
主
体
は
保
有
資
産
の
構
成
に
関
す
る
計
画
を
立
て
る
。
そ
こ
で
、
斯
様
な
計
画
に
某
い
て
成
立
す
る
慨
要
率

と
供
給
率
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
既
述
の
如
く
、
そ
れ
ら
は
流
動
性
選
好
説
に
お
げ
る
｝
婁
率
と
供
給
率
で
あ
る
。
同
一
の

所
得
期
間
の
期
首
に
お
い
て
、
投
賓
計
画
が
立
て
ら
れ
る
つ
従
っ
て
、
そ
こ
に
も
、
斯
様
な
計
画
に
嬉
い
て
成
立
す
る
｝
要
率
と
供

給
率
が
考
え
ら
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
ハ
ー
ソ
は
岱
付
資
金
説
に
お
げ
る
｝
婁
率
と
供
給
率
を
、
こ
の
様
な
も
の
と
見
る
り
従
っ
て
、

流
動
性
迷
好
説
に
お
い
て
は
俗
要
率
と
供
給
率
は
、
い
づ
れ
も
保
有
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
貸
付
資
金
説
に
お
い
て
は
投
資
の

た
め
の
そ
れ
ら
を
含
む
。
と
こ
ろ
で
、
ハ
ー
ソ
は
保
有
賞
陸
の
構
成
に
関
す
る
計
画
期
閉
は
極
め
て
短
い
と
見
る
。
こ
う
仮
定
す
る

こ
と
に
依
っ
て
、
流
動
性
選
好
説
に
お
け
る
｝
要
率
と
供
給
率
ぱ
か
り
で
な
く
、
貨
付
資
金
説
に
お
げ
る
俗
婁
率
と
供
給
率
に
依
っ

て
も
、
十
分
な
意
味
に
於
て
利
子
率
の
決
定
が
可
能
と
な
る
、
後
者
は
次
の
如
く
説
明
さ
れ
る
つ
そ
こ
で
の
質
産
に
対
す
る
慌
要
率



と
供
給
率
は
既
述
の
如
く
保
有
の
た
め
の
も
の
と
投
資
の
た
め
の
も
の
と
か
ら
な
る
。
し
か
し
、
ハ
ー
ソ
は
投
資
計
画
は
必
ず
実
現

さ
れ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
従
っ
て
、
斯
様
な
計
画
の
一
環
を
な
す
資
産
に
対
す
る
投
資
の
た
め
の
需
要
率
と
供
給
率
は
こ
こ
で
は

一
応
あ
た
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
利
予
率
の
動
き
に
対
し
て
硬
直
的
で
あ
る
。
他
方
、
保
有
の
た
め

の
需
要
率
と
供
給
率
は
い
づ
れ
も
所
得
（
前
期
の
）
と
利
子
率
を
変
数
と
す
る
そ
れ
ら
の
函
数
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
だ
げ
に
っ

い
て
見
れ
ぱ
、
未
和
数
の
数
が
方
程
式
の
数
よ
り
で
箇
だ
げ
多
く
、
従
っ
て
未
知
数
は
決
定
し
得
な
い
。
げ
れ
ど
も
、
保
有
資
産
の

構
成
に
関
す
る
計
画
期
問
が
極
め
て
短
い
と
仮
定
す
れ
ぱ
、
一
方
の
未
知
数
で
あ
る
所
得
は
一
応
所
与
不
変
と
し
て
取
扱
う
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
利
子
率
の
変
化
に
対
し
て
、
そ
こ
で
の
資
座
の
需
要
率
と
供
給
率
は
極
め
て
迅
速
且
っ
十
分
に
適
応
し
得
る
に
至
る
。

か
く
て
、
貸
付
資
金
説
に
お
げ
る
資
産
の
需
要
率
と
供
給
率
に
依
っ
て
も
利
子
率
は
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
次
る
。
た
だ
、
保
有
の
た

め
の
需
要
率
と
供
給
率
と
云
う
時
、
ハ
ー
ソ
に
依
っ
て
、
そ
こ
で
意
味
さ
れ
る
保
有
は
、
所
得
期
間
の
期
末
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
他
方
、
ハ
ー
ソ
は
投
資
の
た
め
の
資
産
（
貨
幣
及
び
債
券
）
の
構
成
計
画
は
所
得
期
問
の
最
初
の
段
階
（
第
一
の
取
引
期
間
）

に
お
い
て
実
現
ぎ
れ
る
も
の
と
見
る
。
そ
れ
故
、
貸
付
資
金
説
に
お
げ
る
利
子
率
は
、
流
動
性
選
好
説
に
お
げ
る
利
子
率
と
時
点
を

異
に
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
次
に
、
別
の
観
点
か
ら
、
ハ
ー
ソ
の
見
解
を
吟
味
し
よ
う
。
既
述
の
如
く
、
貰
付
資
金
説
は
利
子
を
貨
付
資
金
の
用
役
の
価
格
と

考
え
、
利
子
率
決
定
の
要
因
を
貸
付
資
金
の
需
要
と
供
給
に
認
め
る
が
、
流
動
性
選
好
説
は
利
子
を
流
動
性
放
棄
の
価
格
と
考
え
、

利
子
率
決
定
の
要
因
を
貨
幣
そ
の
も
の
の
需
要
と
供
給
に
認
め
よ
う
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の
二
っ
の
こ
と
が
云
え
る
。
第

一
に
貸
付
資
金
説
の
場
合
利
子
率
決
定
要
因
と
し
て
の
貨
幣
の
｝
葵
に
は
保
蔵
の
た
め
の
需
要
の
外
投
資
の
た
め
の
帝
要
、
消
費
の

た
め
の
希
要
等
も
、
供
給
に
は
保
蔵
放
出
に
基
く
供
給
（
及
び
貨
幣
の
新
規
発
行
に
基
く
供
給
一
の
外
、
消
費
節
約
に
基
く
供
給
等

　
　
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ン
の
見
解
に
っ
い
て
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
七
五
九
）
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二
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も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
流
動
性
選
好
説
に
お
い
て
は
貨
幣
の
需
要
は
保
蔵
の
た
め
の
需
要
、
供
給
は
保
蔵
放
出
に
基
く
供
給
、

（
及
び
貨
幣
の
新
規
発
行
に
基
く
供
給
）
だ
げ
と
な
る
。
第
二
に
、
こ
こ
に
保
蔵
と
は
流
動
性
選
好
説
に
お
い
て
は
投
機
的
動
機
に

基
い
て
な
さ
れ
る
そ
れ
の
み
を
指
す
。
第
一
の
こ
と
か
ら
、
更
に
貸
付
資
金
説
に
お
い
て
は
利
子
率
は
保
蔵
の
た
め
の
需
要
と
そ
の

放
出
に
基
く
供
給
だ
げ
で
な
く
、
右
に
挙
げ
た
他
の
需
要
と
供
給
を
も
含
む
総
需
要
と
総
供
給
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
そ
れ
ら
の
変
動

に
伴
っ
て
変
動
す
る
が
、
流
動
性
選
好
説
に
お
い
て
は
そ
れ
は
保
蔵
の
た
め
の
需
要
と
そ
の
放
出
に
基
く
供
給
（
及
び
貨
幣
の
新
規

発
行
に
基
く
供
給
）
換
言
す
れ
ぼ
保
蔵
の
た
め
に
利
用
し
得
る
貨
幣
量
の
み
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
変
動
す
る
場
合
に
、
だ

け
変
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
更
に
消
費
ラ
ッ
グ
を
無
視
し
得
な
い
程
に
短
い
期
問
を
考
え
る
時
は
貸

付
資
金
説
が
妥
当
し
、
流
動
性
選
好
説
は
妥
当
し
な
い
が
、
消
費
ラ
ッ
グ
を
無
視
し
得
る
程
に
長
い
期
間
を
考
え
る
時
は
、
流
動
性

選
好
説
が
妥
当
し
、
貸
付
資
金
説
は
妥
当
し
な
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ぼ
、
消
費
ラ
ッ
グ
を
無
視
し
得
な
い
程
に
短

い
期
問
を
考
え
る
時
は
、
例
え
ば
投
資
の
た
め
の
貨
幣
需
要
の
増
加
は
、
丁
度
そ
れ
に
対
応
す
る
だ
げ
利
子
率
を
引
上
げ
る
こ
と
に

な
る
が
、
消
費
ラ
ヅ
グ
を
無
視
し
得
る
程
に
長
い
期
問
を
考
え
る
時
は
そ
の
増
加
し
た
需
要
が
保
蔵
の
た
め
の
俗
要
又
は
保
蔵
放
出

に
基
く
供
給
（
乃
至
貨
幣
の
新
規
発
行
に
基
く
供
給
）
で
な
い
限
り
、
擁
て
貯
蓄
の
増
加
を
通
し
て
、
丁
度
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
貨

幣
供
給
の
増
加
が
起
り
、
結
局
利
子
率
は
何
等
の
影
響
も
受
げ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
ハ
ー

ソ
の
見
解
を
検
討
し
よ
う
。
ハ
ー
ソ
は
そ
の
考
察
の
基
礎
に
お
い
て
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ソ
の
消
費
ラ
ヅ
グ
を
伴
う
所
得
期
問
を
考
え
る
。

そ
こ
に
お
い
て
は
貸
付
資
金
説
の
成
立
は
認
め
ら
れ
る
が
流
動
性
選
好
説
の
成
立
は
認
め
ら
れ
な
い
筈
で
あ
る
。
に
も
拘
ず
ハ
ー
ソ

に
お
い
て
は
そ
こ
で
後
者
も
ま
た
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
彼
独
臼
の
次
の
三
っ
の
考
え
方
を
通
じ
て
可
能
に
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
第
一
は
、
各
経
済
主
体
が
一
所
得
期
問
の
期
末
に
お
い
て
保
有
す
る
費
産
の
構
成
に
就
い
て
計
画
を
立
て
る
と
想
定
し
た
こ



と
で
あ
る
。
こ
う
想
定
す
る
こ
と
に
依
り
、
例
え
ぼ
投
資
者
が
Ｋ
の
購
入
に
支
出
し
た
貨
幣
は
そ
の
貨
幣
の
受
領
者
を
通
じ
て
、
所

謂
貯
蓄
増
加
と
同
様
の
機
能
を
利
子
率
の
上
に
果
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
、
、
第
二
は
両
説
に
於
て
利
子
率
決
定
要
因
で
あ
る
資

産
（
貨
幣
及
び
債
券
）
に
対
す
る
需
要
と
供
給
は
い
ず
れ
も
資
産
の
構
成
の
た
め
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
想
定
し
た
こ
と
で
あ

る
Ｃ
こ
う
想
定
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
そ
こ
で
の
資
産
に
。
対
す
る
需
給
は
投
資
の
た
め
の
も
の
と
、
投
機
的
動
機
に
基
い
て
な
さ
れ

る
保
有
の
た
め
の
も
の
だ
げ
と
な
り
、
従
つ
て
投
資
の
た
め
に
な
さ
れ
る
資
産
に
対
す
る
需
給
（
貨
幣
の
需
要
と
債
券
の
供
給
）
に

対
応
し
そ
れ
を
満
す
の
は
投
機
的
動
機
に
基
い
て
保
有
の
た
め
に
な
さ
れ
る
資
産
に
対
す
る
需
給
一
貨
幣
の
供
給
と
寡
の
需
要
一

で
あ
り
・
且
っ
そ
れ
だ
げ
で
あ
る
か
ら
、
前
述
の
例
に
お
い
て
投
資
者
が
Ｋ
に
支
出
し
た
貨
幣
は
、
所
得
期
問
の
第
一
の
段
階
（
第

一
の
取
引
期
間
）
に
お
い
て
投
資
者
に
依
り
引
上
ら
れ
た
利
千
率
を
貨
幣
の
受
領
者
を
通
じ
て
、
正
確
に
も
と
の
水
準
に
・
ま
で
引
下

げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
資
産
の
保
有
の
た
め
の
構
成
計
画
は
一
所
得
期
問
の
期
末
青
指
し
て
な
さ
れ
る
が
、
投

資
の
た
め
の
そ
れ
は
所
得
期
問
の
最
初
の
段
階
即
ち
第
一
の
取
引
期
問
の
期
末
を
目
指
し
て
な
さ
れ
る
も
の
と
想
定
し
た
こ
と
で
あ

る
・
こ
う
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
流
動
性
選
好
説
は
一
所
得
期
問
内
に
於
て
、
し
か
も
貸
付
資
金
説
と
は
全
く
別
個
に
そ
れ
の
み

と
し
て
成
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
僻
て
・
右
の
三
っ
の
見
方
は
流
動
性
選
好
説
を
一
所
得
期
問
内
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
を
可
能
に
・
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
云
う

意
味
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
、
ハ
ー
ソ
に
お
い
て
、
貸
付
資
金
説
と
流
動
性
選
好
説
を
排
他
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
共
存
し
得
る

も
の
に
し
た
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
も
云
え
る
。
げ
れ
ど
も
、
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
笏
二
の
見
方
で
あ
る
、
そ
こ
に
お
い
て

ホ
し
た
如
く
、
↑
ソ
は
、
利
子
率
決
定
蓄
で
あ
る
資
窪
対
す
る
褒
と
供
給
を
、
符
墓
説
と
流
動
簸
好
説
の
い
ず
れ

に
就
い
て
も
、
資
産
の
構
成
の
た
め
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
。
彼
が
胴
説
に
お
け
る
利
千
率
決
定
の
要
因
を
、
更
に
、
資

　
　
　
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
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見
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六
こ
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産
に
対
す
る
需
要
率
と
供
給
率
と
云
う
形
式
で
捉
え
る
に
至
っ
た
の
は
、
こ
の
様
な
考
え
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
利
子

率
決
定
の
要
因
を
、
斯
様
な
も
の
と
し
て
見
る
時
、
従
来
の
貸
付
資
金
説
に
お
い
て
、
利
子
率
決
定
の
要
因
と
な
る
貸
付
資
金
（
従

っ
て
ま
た
債
券
）
に
対
す
る
需
給
の
中
、
た
と
え
ぱ
消
費
、
或
は
投
機
的
動
機
以
外
の
動
機
に
基
い
て
な
さ
れ
る
保
有
乃
至
保
蔵
等

の
た
め
の
需
要
及
び
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
使
途
か
ら
の
供
給
は
、
。
そ
の
場
合
の
要
因
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
ぱ
、

そ
れ
ら
の
需
給
は
、
い
ず
れ
も
（
利
子
率
を
中
心
に
）
資
産
の
構
成
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
る
も
の
と
は
見
難
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く

て
、
ハ
ー
ソ
の
場
合
、
貸
付
資
金
説
に
お
げ
る
利
子
率
決
定
要
因
で
あ
る
貸
付
資
金
の
需
要
と
供
給
は
、
従
来
の
そ
れ
よ
り
蓬
か
に

狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
婁
言
す
れ
ぱ
、
彼
の
貸
付
資
金
説
は
十
分
な
意
味
に
お
げ
る
本
来
の
そ
れ
で
は
な
い
。
も

っ
と
も
、
た
だ
そ
れ
だ
げ
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
ハ
ー
ソ
に
お
い
て
、
貸
付
資
金
の
需
給
に
就
い
て
、
斯
様
な
狭
い
見
方
を
捨
て
、
本

来
の
そ
れ
ら
を
考
え
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
で
は
な
い
か
と
云
う
反
論
が
予
想
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
貸
付
資
金

の
需
給
に
就
い
て
、
そ
の
様
に
見
方
を
変
え
る
時
は
、
ハ
ー
ソ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
流
動
性
選
好
説
に
し
た
が
っ
て
決
定
さ
れ
る

利
子
率
が
本
来
の
そ
れ
と
は
異
っ
た
も
の
に
な
っ
て
来
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ぱ
投
資
の
た
め
の
貨
幣
需
要
の
一
部

が
消
費
節
約
に
基
ず
く
貨
幣
供
給
に
依
っ
て
満
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ぱ
、
ハ
ー
ソ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
貨
幣
は
保
有

の
た
め
に
利
用
し
得
る
貨
幣
量
が
丁
度
そ
れ
だ
け
増
加
し
た
場
合
と
同
様
の
影
響
を
そ
の
所
得
期
問
の
期
末
の
利
子
率
の
上
に
与
え

る
こ
と
に
な
る
筈
だ
か
ら
で
あ
る
、
か
く
て
、
ハ
ー
■
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
貸
付
資
金
説
を
本
来
の
姿
に
お
い
て
考
え
る
時
は

流
動
性
選
好
説
が
、
逆
に
流
動
性
選
好
説
を
本
来
の
姿
に
お
い
て
考
え
る
時
は
貸
付
資
金
説
が
、
本
米
の
そ
れ
と
は
異
っ
た
も
の
と

な
る
。
婁
言
す
れ
ぱ
、
ハ
ー
ソ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
資
付
資
金
説
と
流
動
性
遺
好
説
を
本
米
の
姿
に
お
い
て
同
時
に
捉
え
る
こ

と
が
出
来
な
い
、
と
す
れ
ば
彼
の
主
張
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
根
拠
と
す
る
彼
の
モ
デ
ル
は
、
す
く
な
く
と
も
、
彼
の
主
張
す
る
如
き



間
題
を
取
扱
う
に
は
不
適
当
な
も
の
で
あ
る
と
云
わ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
（
本
稿
に
お
い
て
、
筆
者
の
当
初
の
意
図
は
、
先
づ
ハ
ー
ソ
の
見
解
の
概
要
を
述
べ
、
次
い
で
、
重
要
と
思
わ
れ
る
諸
点
に
吟
味
を
加
え
た
後
、
併

　
せ
て
若
干
の
批
判
を
試
み
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
原
稿
の
提
出
を
急
い
だ
た
め
、
単
に
そ
れ
ら
の
意
図
し
た
事
柄
ば
か
り
で
な
く
、
一
応

　
の
結
論
さ
え
十
分
に
述
べ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
述
べ
得
な
か
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
は
、
他
目
、
機
会
を
得
て
関
説
補
足
し
た
い
）

　
註

一
－
一
－
勾
．
雪
・
頁
童
暮
竃
｛
ｏ
萱
邑
Ｌ
§
一
暮
嚢
－
一
０
Ｎ
．
↓
ざ
寿
事
｝
８
；
旨
豆
隼
す
二
』
』
與
、
、
一
の
ら
ｐ
婁
、
竃
・

一
２
一
戸
甲
夢
亘
い
、
掌
覧
箒
・
二
幕
雲
邑
０
９
§
；
芭
葦
…
＞
。
団
気
。
。
一
。
。
，
、
一
掌
。
向
、
。
邑
。
－
。
冒
、
目
。
一
を
。
、
。
｛
事

一
３
一
■
．
勾
．
奈
亘
、
、
。
。
８
鼻
邑
雲
婁
婁
冨
げ
一
■
向
８
昌
邑
８
、
、
も
§
。
冒
。
一
、
一
。
・
こ
目
ぎ
曇
９

一
４
一
Ｆ
甲
奈
貝
、
、
ま
・
麦
・
；
奪
麦
宗
昌
き
竃
竃
昌
・
着
葦
、
”
、
｝
こ
・
。
、
目
、
一
。
；
。
葦
。
。
冨
、
冒
二
。
；
＜
・

之
◎
Ｎ
Ｌ
り
ミ
　
ｒ
戸
竃
ｏ
貝
弓
ぎ
穴
ｏ
Ｋ
目
易
－
竃
宛
婁
◎
巨
巨
◎
ｐ
Ｈ
漫
べ
一
暑
・
Ｈ
８
，
８
◎
・

一
５
一
甲
葦
量
一
負
．
．
■
吾
葦
二
害
§
・
二
・
＝
訂
ま
・
ｑ
・
二
暮
雲
四
邑
姜
目
２
、
，
も
、
昌
。
一
、
一
。
、
；
”
目
目
、
、
三
蓬
・

　
こ
の
方
程
式
組
織
は
モ
デ
イ
リ
ア
ー
二
に
お
い
て
は
次
の
如
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
×
１
１
員
之
）
…
：
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
（
－
）

　
　
　
　
｛
１
１
員
乞
）
…
…
…
…
…
・
－
－
…
…
…
…
…
・
・
－
…
§

　
　
　
　
　
勺

　
　
　
　
子
句
（
宰
…
…
－
…
…
－
…
…
…
…
…
…
童

　
　
　
　
細
ム
（
、
永
六
）
－
…
－
・
・
…
…
…
－
・
・
…
…
・
：
ｓ

　
　
　
　
和
－
、
（
、
糸
メ
Ｙ
…
…
…
…
…
・
－
・
－
…
…
…
二
９

　
　
　
　
吻
１
１
－
．
…
．
…
…
．
．
…
…
．
…
…
…
…
…
．
…
．
…
…
§

　
　
　
　
事
　
ミ

　
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ン
の
見
解
に
っ
い
て
（
山
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
七
六
三
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
吾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
（
七
六
四
）

　
　
　
　
く
１
勺

　
　
　
　
－
－
ｉ
－
－
六
…
・
…
…
：
・
…
…
…
・
…
…
…
・
・
…
・
…
・
…
（
べ
）

　
　
　
　
ミ
ー
事

　
　
　
　
〒
六
勺
糸
些
穴
（
却
）
、
－
…
－
…
－
…
…
・
－
－
童

　
Ｘ
は
物
理
的
産
出
量
、
Ｎ
は
雇
傭
量
、
Ｐ
は
価
格
水
準
、
Ｗ
は
貨
幣
賃
銀
、
Ｓ
は
貨
幣
的
貯
蓄
、
１
は
貨
幣
的
投
資
、
ｉ
は
利
子
率
、
Ｙ
は
貨
幣

　
所
得
、
Ｍ
は
貨
幣
数
量
、
Ｋ
は
物
理
的
産
出
量
Ｘ
に
対
す
る
貨
幣
保
有
の
割
合
を
示
し
、
　
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
。
Ｏ
Ｕ
Ｉ
い
に
依
っ
て
未
知
数

　
Ｉ
Ｗ
一
Ｓ
■
Ｗ
一
Ｐ
一
Ｗ
一
Ｙ
一
Ｗ
一
ｉ
一
Ｘ
一
Ｎ
一
が
一
脚
に
依
つ
て
Ｐ
一
Ｙ
等
が
決
定
さ
れ
る
。

（
６
）
　
ハ
ー
ン
は
モ
デ
イ
リ
ア
ー
二
の
其
後
の
著
作
の
他
、
次
の
も
の
を
挙
示
し
て
い
る
。
甲
Ｏ
こ
争
易
◎
Ｐ
、
、
ｏ
ｏ
◎
旨
ｏ
Ｏ
凹
昌
写
己
潟
Ｏ
旨
Ｒ
◎
－

　
き
易
｛
霧
ぎ
峯
◎
目
ｇ
彗
Ｋ
↓
ぎ
◎
｛
、
、
一
肉
睾
げ
事
◎
｛
向
８
箏
◎
旨
ド
ｏ
ｏ
ｇ
巳
鶉
一
六
Ｈ
×
（
Ｎ
）
一
ｐ
－
◎
ト

一
７
一
戸
竃
・
ま
曾
彗
一
．
、
巨
ｏ
星
身
軍
・
享
９
・
９
目
ご
ざ
掌
８
ｑ
・
二
鼻
睾
婁
・
邑
峯
９
２
、
、
も
８
昌
暮
ま
８
忌
昌
胃
メ
お
本
具
◎
．

（
８
）
　
モ
デ
イ
リ
ァ
ー
二
は
商
品
の
需
給
函
数
の
同
次
性
が
セ
イ
の
法
則
に
依
存
し
な
い
こ
と
を
、
次
の
様
に
し
て
立
証
し
よ
う
と
す
る
。
「
刎
種
の

　
財
（
ミ
ー
Ｈ
禽
の
商
品
と
貨
幣
）
が
存
在
す
る
一
っ
の
体
系
を
考
え
る
。
貨
幣
の
価
格
は
１
で
あ
る
か
ら
、
ミ
ー
二
国
の
決
定
す
べ
き
価
格
と
、
需
給

　
方
程
式
の
一
つ
は
残
余
の
も
の
か
ら
導
出
さ
れ
る
か
ら
ミ
ー
二
国
の
独
立
の
需
給
方
程
式
と
が
あ
る
。
各
商
品
の
需
給
函
数
は
零
次
の
同
次
性
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
あ
る
か
ら
、
ミ
ー
Ｈ
禽
の
商
品
の
需
給
方
程
式
は
ミ
ー
Ｎ
魯
の
価
格
比
率
寸
ゴ
’
（
｛
Ｈ
ガ
ド
、
・
。
１
い
）
の
函
数
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
勺
目
↓
に
何

　
を
選
び
、
排
除
す
べ
ぎ
需
給
函
数
に
何
を
選
ぶ
か
は
白
由
で
あ
る
。
・
・
…
さ
１
Ｎ
薗
の
価
格
比
率
を
決
定
す
る
た
め
の
■
１
Ｎ
菌
の
商
品
に
対
す
る

　
方
程
式
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
、
緒
価
格
比
率
は
決
定
せ
ら
れ
る
。
実
際
の
踏
価
格
を
決
定
す
る
た
め
、
貨
幣
に
対
す
る
需
給
方
程
式
を
用
い
る
。

　
ラ
ン
ゲ
の
体
系
に
於
て
、
こ
れ
は
次
の
如
く
記
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
｝
勺
．
。
。
．
１
ー
ヌ
さ
汁
弓
、
、
、
、
岬
、
〒
｝
．
Ｈ
ヌ

　
＄
は
ｉ
番
目
の
商
品
の
需
給
均
衡
量
を
表
わ
す
。
Ｋ
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
私
式
は
勺
〒
二
ぜ
決
定
し
、
従
っ
て
、
す
べ
て
の

　
他
の
価
格
を
決
定
す
る
、
。
し
か
し
な
が
ら
、
若
し
セ
ィ
の
法
則
が
成
立
す
る
な
ら
ぼ
、
貨
幣
の
需
給
は
恒
等
的
に
等
し
い
。
か
く
て
、
ｎ
番



目
の
方
程
式
は
真
正
の
方
程
式
で
わ
な
い
。
ラ
ン
ゲ
自
身
の
公
式
に
お
い
て
、
ｎ
番
目
の
方
程
式
は
次
の
恒
等
式
に
退
化
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毫
一
一
，
、
Ｎ
寸
１
・
。
。
川
芦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

こ
れ
は
勺
〒
一
が
と
の
様
な
値
を
取
る
時
に
も
満
足
さ
れ
、
か
く
て
、
価
格
水
準
は
不
確
定
て
あ
る
」
。
た
か
、
上
の
方
程
式
に
お
い
て
、
勺
〒
一

を
変
化
せ
し
め
な
い
様
に
す
べ
て
の
価
格
を
同
じ
方
向
に
動
か
す
時
、
Ｓ
が
変
化
し
な
い
と
云
う
こ
と
は
、
Ｋ
が
価
格
水
準
と
は
逆
の
方
向
に
、

丁
度
そ
れ
に
比
例
し
て
変
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
上
の
方
程
式
も
依
然
恒
等
式
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
９
一
－
．
呂
．
寮
Ｋ
曇
’
掌
・
０
９
。
量
；
ぎ
貫
・
冨
暑
身
昌
竃
け
Ｌ
暮
曇
；
己
呂
。
目
。
ぎ
嚢
Ｐ
Ｐ
嚢
・

（
１
０
）
　
こ
の
様
な
締
果
に
な
る
の
は
、
貨
幣
が
一
般
的
交
換
手
段
で
あ
る
こ
と
に
基
因
す
る
。

一
ｕ
一
■
．
甲
奈
貝
ま
言
ポ
。
・
◎
一
睾
争
；
§
己
竃
竃
冒
昌
言
員
寿
－
・
毒
畠
一
・
一
勺
・
葦
ｇ
；
§
・
葦
く
・
一
・
呈

　
乞
◎
．
“
Ｈ
ｏ
』
べ
．

（
１
２
）
　
弓
ぎ
｝
８
目
◎
昌
｛
ｏ
－
◎
冒
目
芦
Ｏ
ｏ
ｏ
貝
¢
昌
ぎ
グ
ー
８
“
Ｐ
曽
ｏ
・

（
１
３
）
　
－
］
≦
．
穴
ｏ
＜
目
¢
ｏ
〇
一
弓
プ
ｏ
Ｏ
ｏ
箏
ｏ
『
”
一
↓
プ
ｏ
◎
『
Ｋ
◎
｛
向
冒
旦
◎
Ｋ
昌
ｏ
■
戸
Ｈ
自
帝
『
窪
け
～
目
｛
竃
◎
箏
ｏ
メ
ー
轟
９
ｏ
ｏ
・
畠
べ
１
畠
◎
〇
一
こ
こ
で
、
ケ
イ
ン

　
ズ
は
、
利
子
率
は
投
機
的
動
機
に
基
く
貨
幣
需
要
表
と
、
そ
の
た
め
に
利
用
し
得
る
貨
幣
の
供
給
表
と
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
け
れ
ど
も
、
ハ
ン
セ
ソ
に
依
っ
て
指
摘
さ
れ
た
様
に
、
（
＞
．
甲
曽
～
易
竃
一
＞
〇
三
宗
８
穴
ｏ
着
窃
Ｌ
ｏ
鼻
君
二
き
．
崖
ご
貨
幣
の
総
供
給

　
量
（
総
存
在
量
）
が
あ
た
え
ら
れ
、
且
つ
、
取
引
動
機
に
基
く
貨
幣
の
需
要
量
が
所
得
の
函
数
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
所
得
を
あ
ら
か

　
じ
め
知
る
こ
と
な
し
に
、
利
子
率
を
決
定
す
る
こ
と
は
出
米
な
い
。
こ
れ
は
記
号
に
依
っ
て
、
次
の
如
く
示
さ
れ
る
。
ヶ
イ
ソ
ズ
の
方
祉
式
は
、

　
次
の
三
つ
の
方
程
式
に
分
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
峯
Ｈ
１
ｌ
’
（
■
）
…
：
…
…
…
・
・
：
：
…
…
…
…
・
（
ご

　
　
　
　
　
冒
〕
１
１
『
（
－
）
…
：
…
…
三
…
…
…
…
…
…
・
（
Ｎ
一

　
　
　
　
　
峯
１
１
買
Ｈ
＋
冒
～
：
…
…
…
…
…
・
・
：
…
…
…
一
〇
◎
）

　
　
利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ン
の
見
解
に
つ
い
て
（
川
旧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
し
　
（
Ｌ
、
ハ
斤
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
七
六
六
）

　
Ｍ
は
貨
幣
の
総
供
給
量
（
存
在
量
）
で
あ
り
、
所
与
一
定
と
さ
れ
る
。
側
に
於
て
ｉ
を
決
定
す
る
た
め
に
は
肌
、
が
、
Ｍ
…
一
を
倒
に
於
て
決
定
す
る
た

　
め
に
は
帖
が
、
叱
を
Ｏ
Ｄ
に
於
て
決
定
す
る
た
め
に
は
Ｙ
が
あ
ら
か
じ
め
知
ら
れ
て
い
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
４
）
　
Ｆ
甲
穴
－
９
Ｐ
↓
｝
ｏ
穴
ｏ
Ｋ
■
霧
－
凹
目
内
ｏ
く
◎
旨
庄
◎
Ｐ
畠
ミ
一
Ｐ
Ｎ
０
９

（
１
５
）
　
叉
、
註
０
劃
に
於
て
、
示
さ
れ
た
如
く
、
所
得
の
変
化
は
取
引
動
機
に
基
く
貨
幣
需
要
の
変
化
を
通
じ
て
結
局
利
子
率
に
作
用
す
る
の
で
あ
る

　
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
ヶ
イ
ン
ズ
が
こ
の
影
響
に
っ
い
て
考
え
な
か
っ
た
の
も
、
同
様
の
理
由
か
ら
で
あ
る
と
思
考
さ
れ
る
。

（
１
６
）
　
ヒ
ヅ
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
貯
蓄
・
投
資
方
程
式
は
ｃ
り
（
戸
く
）
Ｈ
Ｈ
（
戸
■
）
一
貨
幣
需
給
方
程
式
は
旨
１
１
兵
戸
■
）
一
（
－
．
甲
曽
｛
ｏ
雰
一
、
。
峯
・
・
穴
ｏ
着
窪

　
書
｛
〇
一
轟
９
易
、
、
一
向
８
昌
昌
９
ユ
畠
一
＞
肩
Ｐ
Ｈ
８
べ
・
）
一
ハ
ソ
セ
ソ
に
あ
っ
て
は
、
貯
蓄
・
投
資
方
程
式
は
ｃ
ｏ
（
一
■
）
１
Ｉ
Ｈ
（
｛
）
一
貨
幣
需
給
方
程
式

　
は
冒
Ｈ
貝
｛
一
■
）
一
（
か
〃
紬
汐
縄
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
入
門
一
八
○
頁
－
一
八
四
頁
）
と
記
さ
れ
る
。

（
１
７
）
　
Ｏ
．
雷
．
カ
◎
ず
ｏ
ユ
ｏ
ｏ
◎
Ｐ
、
．
ｏ
ｏ
～
＜
ぎ
ｏ
ｑ
凹
目
ｏ
｝
◎
凶
Ｈ
雲
箏
ｏ
ｑ
、
、
一
弓
才
ｏ
■
ｏ
◎
目
◎
昌
｛
ｏ
－
◎
目
ｈ
目
竺
一
く
◎
－
．
八
ｃ
〇
一
Ｈ
り
ｏ
◎
ｃ
〇
一
り
Ｐ
ｏ
◎
り
ｏ
ー
ト
◎
ｏ
．
Ｕ
．
曽
．
勾
◎
げ
ｏ
ユ
ｏ
ｏ
◎
Ｐ

　
、
い
ｃ
り
◎
昌
ｏ
乞
◎
箒
ｏ
ｏ
◎
■
峯
『
．
穴
｛
目
易
、
ｏ
彗
害
竺
↓
牙
◎
ｑ
◎
｛
向
昌
旦
◎
Ｋ
昌
雪
け
、
、
一
↓
ぎ
ｏ
§
暮
ｇ
与
－
昌
昌
竺
◎
｛
｝
８
昌
昌
｛
８
一
乞
◎
く
．

　
－
８
９


